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寄贖

巳ご＇ニ
1. はじめに

平成 7年 1月17日未明、まだ明けやらぬ兵庫県南部の大地が
突如としてゆれ動き、平和で安らかな大都市は一瞬にして

ビルが崩壊、家屋が倒れ、交通が寸断、各所で発生した火炎は

天を焦かし、無情にも廃墟と化すかの大惨事が発生しました。

マグニチュード7.2、衷度 7の都市直下型激展は、ガス・水道・

電気・交通・通信といったライフラインをすぺて破壊し、都市

機能は完全にマヒ状態となったのであります。

この大災害による被害は、 4月 1日現在、死者・行方不明者

合せて5,5 00名を越え、家屋の倒壊109,464棟にのぽり、今なお

多くの住民が避難所や仮設住宅で苦しい日常牛活を余儀なくさ

れております。

一瞬の大惨事に逃げ場を失い、倒壊した家屋の中で、何もの

にもかえかたい尊い命をなくされた方々の無念さ、また、残さ

れたご遺族に思いを致すとき、ご心痛はいかばかりかと、まさ

に断腸の思いであり、心からなる哀悼の誠を捧げる次第であり

ます。

また、県内で多くの Lpガス販売事業者の店舗、容器置場が

破壊されたほか、日頃から Lpガスをご使用いただいている一

万戸近いお客様の家屋も仝半壊するなど、甚大な被害をうけま

した。

刻々と伝わってくる被害状況を耳にする度ごとに胸の痛みを

おぼえ、お見舞の言菜も見当たらなかったと言うのが、当時の

状況でありました。

兵即県プロパンガス協会におきましては、震災の翌 1月18日、

協会内に「兵庫県南部地展 Lpガス災害対策本部」を設置し、

L pガスによる二次災害の防止、 Lpガス消費設備の安全総点

検と早期供給、安定供給の確保、一般住民からの相談に応ずる

ための電話相談窓口の開設など、緊急非常事態の対策に着手い
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たしましたが、何分にも、かって経験したことのない惨状と、

都市機能が完全にマヒ状態にあるため、復旧作業と復興対策は

思うにまかせず、困難を極めました。

しかしながら、業界の皆々様からお寄せいただいた身にあま

る暖かいご支援が、いかに厳しく、つらい復旧作業であっても、

一日も早く成し遂げねばならないと言う私共の心の大きな支え

となり、糧となって、 1月末には、 Lpガス消費設備の安全点

検をすべて終え、都市ガスの復旧が遅れる中、 「Lpガス い

ち早く復旧」との安全宣言をプレス発表することができました。

これひとえに、全国の皆々様から、多くの救援物資、身にあ

まる義援金、力強いマンパワーなどなど、暖かい支援の手をさ

しのべ、御見舞をいただいた賜ものと、心から厚く厚く御礼申

しあげます。

私共は、かってない甚大にして深刻な大惨事により、数多く

の大きなものを一瞬のうちに失いましたか、その反面、失った

ものより更に大きな、暖かい愛の心と人の情けを得ることが出

米、一同ただ感涙にむせぶばかりであります。

皆様方のこの暖かい心を心とし、いただきました救援物資、

義援金等は、一日も早く復旧再建と今後益々の業界発展のため、

有意義に使わせていただきます。ありがとうございました。

なお、復旧対策も一段落いたしました現在、将来にわたって、

L pガスか災害に強い街づくりの一駕を担うべく、震災の日よ

り100日目に当る 4月26日をもって「兵庫県南部地震 Lpガス災

害対策本部」を「阪神・淡路大窟災 Lpガス復興本部」に衣替

えし、復興へ向っての第一歩を踏み出すことにいたしました。

このたび、私共が今回の震災で、どのように行動し、どんな

教訓を得たかを小冊子にまとめてみました。

「備えあれば憂いなし」と申します。私共の体験による現場

での対策が、今後の不測の事態に備え、いささかなりとも参考

になれば幸いであります。
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2. 1月17日 その日の状況

協：専務理ボの自宅は、神戸市灘区の六甲山麓。大音聾と

って経験したことのない大震動に心地よい夢を破られ、

とび起きた。

大きな縦ゆれ・横ゆれに立ち上がれない。タンスは倒れ、額

は落ち、棚の上に置いていた陶器類はすべて床にたたきつけら

れ、割れた窓ガラスの破片が部屋中に散乱し、足の踏み場もな

い状況である。震動の治まるまで、頭から布団を被ってじっと

待つしかなかった。

ゆれが止まるのを待って、状況を確かめようと、照明のスイッ

チを入れたが、すでに停直している。とっさに頭に浮かんだの

は火の気はなかったかということだった。ガスは就寝前に元栓

を閉めることを習慣としているので大丈夫だし、石油ストープ

は感震装置が作動して火は消えていた。

やがて、東の空にかげろひが見えはじめ、洗而所で湯沸器を

使おうとしたが点火しない。これは激しい振動のため、ガス（都

市ガス）のマイコンメータが作動していることと思って、メー

タの復帰ボタンを押してみたが、ガスはストップしたままであ

る。

後でわかったことだが、道路のいたる所でガスの埋設配管が

損傷してガスもれが発生しており、このため、ガス圧の低下で

マイコンメータか復帰しなかったものであった。

自宅は高台にあるので、市街がよく見渡せる。東灘、芦屋の

方向から幾本かの黒煙が立ちのぼっており、隣家の板塀が倒壊、

近隣の家屋が大きく傾くなど、大災害の片鱗が佃える。

カーラジオからは「阪神地方で地震発生、死者20名以上」と

の臨時ニュースが流れてくる。しかし、これは大変なことになっ

ていると思い、とりあえず、パンとお茶のポットをもって、ま

だ明け切らぬ街中を協会本部へと車をとばした。
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通常なら、 20分で着けるが、神戸の中心三の宮周辺は、倒壊

した家屋、倒れかかったビル、道を塞ぐブロック塀、けたたま

しくサイレンを鳴らして走りまわるパトカー、消防車、救急車

で大混乱しており、裏道を抜けながら 1時間半を要して到着。

協会本部のある兵庫県立産業会館 (5階建）のビルも玄関か

沈下して段差がついており、外壁にも亀裂が人っていて、保安

員がビルの安全性に問題があるとの理由で入館禁止の処置を

とっていた。

会長、副会長、役員、職員に連絡をとろうと試み、携帯電話

を使ってみたが、発信ボタンを押すとプープーという話中の信

号音ばかりで通話不能。

カーラジオからは依然として詳細な情報は得られない。血の

にちんだタオルを頭にまきつけたお年寄り、パジャマ姿の主婦、

寒いのか毛布にくるまった小学生、そんな住民がただ呆然と傾

いた我が家の前にたたずんでいる。まさに地獄絵図そのもの。

どうすればいいのか、何をすればいいのか、判断できない自

分自身が情けない。

入り口の扉に「職員に告ぐ。本日は自宅待機せよ。非常事態

のため、明日は 8時に出勤すること」と張り紙をして、市内の

状況を自分の目で確かめることにした。
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3.被害状況

平成 7年 1月17日、午計j5時46分頃、大衝撃音とともに、突
如として震度 7と言う観測史上最大の都市直ト・型地寝が、

未明の街を襲った。

震源は淡路島北部、甚大にして深刻な大被害を蒙った淡路島

と、西は三木市・明石市から、東は川西市までの 10市10町に災

害救助法が適用された。 (2月 1日現在）

道路は各所で陥没、あるいは電裂を生じ、また、崩壊したビ

ル・家屋が道路を塞いで通行不能となり、阪神間の大動脈阪神

裔速道路は各所で橋桁が落下、神戸市東灘区では500mにわたっ

て横倒しになった。

鉄道では、 JR山陽新幹線が 9ヵ所で橋桁落下、阪神電車・

阪急電車でも高架部分が崩落、脱線するなどの被害を受けて、

神戸・阪神間の交通網は完全に寸断された。

また、地震発生直後に 100万を超える世帯で停電、 85万世帯以

上の家庭で都市ガスの供給がストップし、 135万世帯が断水、電

話は28万 5千回線か不通となるなど、ライフラインはすべて破

壊され、都市機能は完全にマヒした。

各所でビルや家屋が倒壊・炎上し、水道管の破裂と避難する

車の渋滞による障害で消火作業は思うにまかせず、さらに翌 LI、

翌々 B以降も新たな火災が発生、猛煙大を焦がす様相で、その

数500件以上に及ぷ。

また、神戸市消防局の発表によると、 1月17日から 26日まで

の10日間に、火災による焼失面積は、 65万1681 rn八甲子園球場

の16倍に達し、この面積は 100年分の焼失面積に相当するとして

しヽる。

このほか、現在は沈静化しているが、 2月10日までに有感無

感合せて 1485回の余鹿が続いた。
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被害額は、 2月 2日現在、約 9兆 5千 60億にのぼると推計さ

れており、このたびの「兵庫県南部地震」は激甚災害に指定さ

れ、戦後最大の大震災となった。

合 計

死 者 5, 5 00 

行方不明 2 

負傷者 26,825 

家屋損壊 109,464 

兵 即 大 阪 その他

5, 4 78 21 1 

2 

゜ ゜24,580 2, 12 6 109 

87,557 20,521 1. 386 

（死者行方不明者は3月2日 近畿管区警察局調）

（負傷者家屋損壊は2月］7日 近畿管区警察局調）
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兵庫県南部地震LPガス被害状況集計表

（平成7年5月10日現在）

被害 内訳（店舗） 全消費者 被害消 貨者
＇ 支部名 会貝数 被災者数 率 備 考全壊（焼）：半壊（焼）：一部損壊 全 壊 半 壊
l l 戸 数
l l 

＇ ＇ 
北摂支部 56 27 48.2 3 

l 

l l 
l 

13 31, 000 233 613 I l 
I l ， 

＇ 

|7| 

， I ＇ l 
阪神支部 40 21 52.5 6 I 10 l 5 7,900 389 412 

I l 
I l 

神戸支部
＇ l 
10 

＇ l 
46 40 87.0 16 I l 14 12,400 847 646 

l l 

＇ 
， 

＇ 
， 

摂丹支部 84 2 2.4 

゜
l 
1 
I 

1 60,700 

゜
47 l I 

l l I ＇ ， 

明介支部 77 32 
l 

41. 6 1 l 
l 

I 

5 I 26 
I 

65, 100 103 559 
l I 

＇ 
， 

淡路支部 60 12 20.0 1 
l 
l 
l 
3 
I 

8 58,700 2,345 3,362 I 
I 

＇ ＇ l ， 

ムに 計 27 
l 

40 
I 

67 363 134 36.9 l I 

l l I ＇ 



4.災害対策本部の設置

1 月18日正午、会長とやっと連絡がとれ、ただちに北野久
夫会長を本部長とする「兵庫県南部地震 Lpガス災害対

策本部」を協会内に設置し、兵庫県南部地裟による災害の緊急

対策に沿手することとした。

1. L pガスによる二次災害の防止

．危険個所（倒壊家屋、焼失家屋等）からの容器の撤収。

•都市ガスが供給を停止している間、一般家庭や避難所等

で使用される Lpガスの安全使用と使用済小型容器やカ

セットボンベの処理。

•その他。

2. LPガス消費設備の安全総点検の実施と早期安全供給の開始

・販売事業者、卸業者、保安センターが相互協力し、 Lp 

ガス消費家庭の安全総点検（ローラー作戦）を実施する

とともに、点検完了家庭から順次供給を開始する。

3. 安定供給の確保

•安定供給確保のため、タンクローリー等のスムーズな運

行について、関係機関に協力を要請する。

4. 被害状況の把握

・適正な対策を講ずるため、早急に正確な被害状況を把握

する。

5. 支援の要請

・被害を受けた支部長、地区長との連携を密にし、被害を

受けていない支部に対し支援を要請するなど、可能な限
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り自力復興を目指すが、限度を超えるものについては、

日本エルピーガス連合会、近畿エルピーガス連合会等に

対し、物資、マンパワー等の支援を要請し、全国の関係

各位に協力を依頻する。

6.利便の供与

•第一に電力、第二に水道が復旧し、都市ガスは相当遅れ

るものと考えられ、その間避難所で、また、何十万の住

民により一般家庭で Lpガスが使われることは必然であ

る。これに対する Lpガス業界の対応と、 一般住民等か

らの苦情、相談について電話相談窓口を開設するなどし

て、住民の利便に供することとする。

7.その他

・災害による便乗値上げの禁止等、業界あげて民意に反す

る行為を慎み、一日も早い復 1日に全力を傾注することと

する。
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災害対策本部の機能

電話相談窓口

1優先順位 I

被災した支部・地区

支援要請

状況報告

災害対策本部

支部・地区

二次災害の防止

安全総点検の実施と早期供給

被害者への便宜供与

仮設住宅への Lpガス供給

情報

支援物資

二次災害の防止と Lpガス消費者宅の安全点検及び早期供給、

都市ガス消費者への Lpガス供給など、どれを優先するかにつ

いては、いずれも緊急を要するため、優劣をつけられないが、

販売店、マンパワーには限度があり、更に交通渋滞などによる

時間的制約も考慮し、同時に要請のあったものについては、次

の順序により、対処することにした。

1. 湿洩ガスの停止。 （容器バルブの閉栓）

2. 危険個所からの容器の引きあげ。
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3. LPガス消費者宅の安全総点検と早期供給。

4. 病院、各市町の災害対策本部等から要請のある緊急性のも

のへの対応。

5. 避難所で使用される炊出し用、暖房用のものへの対応。

6. 一般家庭で使用される炊事用のものへの対応。

7. レストラン、飲食店、喫茶店など業務用需要家への対応。

1電話相談窓口の状況 I

災害対策本部内に、一般住民等からの相談、苫情等を受けつ

ける屯品相談窓口を開設したが、震災の翌日から「ガス臭いか

ら旱く見に来てほしい」、 「ボンベがガレキのドに見える。早

く取り除いてほしい」等々、安全面卜の電話が殺到した。

電話の着信は可能だが、発信か難しい状況にあり、また、「ガ

ス臭い」と己―うのは都市ガスの漏洩だが、一般住民は混乱の中

にあって、都市ガスと Lpガスとの区別なく、電話している様

子であった。

1月20日頃からは、病院、避難所でガスを使いたいとの内容

のものに変り、続いて、一般家庭から、炊事用に使いたいとの

要望が増えた。

また、 1月末日頃からはレストラン、軽食堂、喫茶店等でガ

スを使いたいとの営業用のものが加わってきた。

2月に人ると、風呂を沸かしたい、湯沸器を使いたいとの要

望が増え、安全而から生活面、さらにより文化的生活面へと電

話内容も変ってきた。

さらに「都市ガスは何時使えるのか」とか、 「Lpガス販売

店に頼んだが、ガスを売ってくれない」とか言った苦情も増え

て米た。

電話相談窓口を開設した 1月18日から 3月31日までに受けた

相談件数は、内容を記録出米たものか331件あり、多忙のため記

録出米なかったものを加えると、恐らく 1000件は越えたと思わ
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れ、協会の電話はパンク状態であった。

|L Pガスの配送I

高速道路が崩落して通行出来ないため、全車輛が一般道路へ

う回したが、一般道路も各所で亀裂が生じたり、陥没したり、

また、行くさきざきで倒壊した家屋が道路を塞いで通行止めと

なっており、 1KIl1走るのに 1時間以上を要する大混乱を呈して

しヽ た。

協会の一職員も、通常なら電車とバスを乗り継いで40分で通

勤出来る所に居住しているが、代替バスに乗って 8時間を要す

る状況で、 Lpガスの配逹も朝 1番に店を出て、 2ヶ所へ配達

し、帰って米たら夜中だったと言う日々が続いた。

「ガスを売ってくれない」と言う苦情電話も多くあったが、

売らないのではなく、配送が出来なかったのである。

そのため、避難所などで使う Lpガスについては、出来る限

り、販売店まで取りに来ていただ＜処置をとらざるを得なかっ

た。
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5. ローラー作戦による復旧

丘庫県内で Lpガスを使っている家庭は約68万世帯あり、

ノ~ヽ被災地の 10 市 10 町では約 23 ガ 5800世帯が L pガスを使用

している。

このうち、今回の地震で家屋の全・半壊を含め、安全点検を

要したのは、 16ガ2700世帯であった。

これらの家庭に対する安全点検作業については、箆災当日の

1月17日早朝から、 Lpガス販売事業者、卸業者が倒壊した家

屋から容器を回収するなど、＿＾一次災害の防止を第一として取り

組みを開始した。

販売店舗が全壊し、自店ではお得意先の家庭を点検出来ない

小売業者については、卸業者が小売業者に代って点検業務を応

援するなど、卸業者と小売業者の協力関係には強い絆があった。

しかし、小売業者が個々に自店の得意先の点検をするのは非

効率的であり、点検もれの家庭も出てくるため、卸業者が中心

となって、得意先別とか系列別とかの区別なく、 Lpガス業者

が一体化し、住宅地図で点検地区を区割りして、一戸一戸しら

みつぶしのローラー作戦を展開することを決めた。

18日早朝からは、この計画に基づき、県下の被害を受けてい

ない地域の販売事業者、保安センター、卸業者、更に隣接府県

の Lpガス販売事業者、機器メーカー等の応援も受け、計画的

なローラー作戦によるう斉点検を実施することとなった。

目標は、 10日間で 16万2700世帯の家庭すべての安全点検を完

了することであった。この計画だと、 2名で 1班とし、 1班が

1日20世帯の点検か出来ると見込めば、 810の班編成、つまり 1

日に810台の点検車輛と 1620名の点検要員が必要となる。

C 162700戸+10日＋ 20戸＝ 810班）

この大部隊を、いかに効率よく動かすかは、卸業者の一室に

キーステーションを置き、指揮責任者が住宅地図を脱みながら、
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1時間毎にかかってくる各班からの点検状況の竃品を受け、

領よく、次の指小を出すなど、

加えて、

まかせず、

苦慮したところである。

極端な交通事情忠化のため、

旱朝 3時から 4時には、

、点検車の移動が息うに

キーステーショ

要

ンを出発し

なければならないと百うまさに不眠不休、

あった。

時間との戦いでも

安全が確認されれば、

るため、 早い家庭では、

その場で開栓し、 Lpガスが使用出来

震災当口から Lpガスの使用か可とな

り、 大いに消費者に喜んでいただ<ことか出来た。
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プロパンガス いち早く復旧！
(1月 27日、県庁記者クラブにてプレス発表）

丘庫県内でプロパンガスを使っている家庭は、約68万戸。

ノヽこの中で、特に震動の激しかった 6支部での消費者戸数は、 23 5, 8 

0 0戸であるが、このうち、今回の地震で家が全半壊したため、容器を引き上

げたり、また、家が傾いたり、ヒビが入ったりして、安全点検が必要と思われ

る家屋が、 16 2, 7 0 0戸あった。

これらの家屋に対する安全点検作業については、 1月17 H早朝からLPガ

ス販売業者、卸業者が崩壊した家庭などから容器を回収するなど、 2次災害の

防止を第として取り組みを開始。

兵庫県プロパンガス協会・兵庫県南部地震LPガス災害対策本部では、 1)l

1 8日から、被害を受けていない県下各地の販売業者、卸業者、保安センター

職員、また、隣接他府県のLPガス販売業者その他多数の関係者の応援を得、

不眠不休で安全点検に取り組んだ。

その結果、 1月28 LIには、別表のとおり、 LPガスを使用していたたいてい

る家庭での安全点検か、ほぼ10 0％完［し、安心して使用していただけるこ

ととなった。

1月28日
支部 市郡名 全消費者戸数 要点検戸数 点検済％

見込み
伊丹市、川西市

北摂支部 宝塚市、西宮市一部 31, 000 31, 000 100% 
尼崎市、川辺郡

阪神支部
尼崎市

7, 900 7,600 99% 
西宮市
芦屋市

神戸支部 神戸市（北区、垂水区、 12,400 11, 400 97°6 
西区除く）

神戸市北区、三田市
摂丹支部 西宮市一部 60,700 25,600 100% 

多紀郡、氷上郡

明石支部
神戸市垂水区、西区

65, 100 38, 100 97% 
明石市

淡路支部 洲本市、津名郡、二原郡 58,700 49,000 98% 
計 235,800 162,700 98% 
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兵庫県南部地震LPガス被害状況集計表

（平成7年4月25日現在）

被害 内訳（店舗） 全梢費者 被害消 費者
' 備支部名 会員数 被災者数 率

全壊（焼）：I半壊（焼）：一部損壊 全 壊 半 壊 考
戸 数

l l 

北摂支部 56 42. 9 3 
l l 

10 31, 000 24 l 11 l 233 613 
l ＇ 

l 

＇ ， 

阪神支部 40 20 
l 

50. 0 6 l 
l 

I 

10 I 
I 
4 7,900 389 412 

l l 
l 

＇ 

|15| 

l l 

神戸支部 46 39 84.8 16 I ， I 14 12,400 847 646 
I l I I 

l l 

摂丹文部 84 1 1.2 

゜
l 

゜
I 

I 60,700 l l 

゜
47 

l I ， 
I l 

明石支部 77 30 39. 0 1 I 5 l 24 65, 100 103 559 
l l 

＋ l 

＇ 
淡路支部 20. 0 1 

l 

3 
l 

8 58,700 3,362 60 12 l I 2,345 
l 

I ＇ 
＇ l ， 

計 27 
l 

小 363 126 34. 7 l 

l l 

I 

38 I 61 
l l 

235,800 3. 917 5,639 

I ， 

職 4 
I I 

1 員 10 I 5 I 
I ＇ I ＇ 
l l 

合 計 31 
I 

43 
l 

62 363 136 I l 

l l l l 



6.仮設住宅での Lpガス供給

ム回の大簑災で倒壊した家屋が約 8ガ戸にも及び、家を失っ

-I fこ被災者に対する住宅の確保か緊急の課題となった。

このため、兵庫県では、入居希望者全員か入居出来るよう仮

設住宅の建設を計両、 2月中に 11,000戸、 3月中にはさらに

19,000戸の建設を予定している。

すでに第 7次計画分まで建設が始まっており、 Lpガス供給

については、大阪ガスと兵庫県プロパンガス卸協議会とか協議

を重ねた結果、都市ガス供給区域内に建設される仮設件宅につ

いては、 50%を大阪ガスが、あと 50%は Lpガス販売業者が配

管I事も含めて供給することとなり、兵庫県から順次提小され

る仮設住宅建設計画により、その都度、両者が協議の上、供給

場所を決めることとした。

また、都市ガス供給区域外に建てられる住宅については、す

ペて Lpガス販売事業者が供給する。

そのほか、大阪ガスからの協力要請を受け、入居者に不便を

かけないとの共通認識に立ち、可能な限りの相且協力を行う。

また、公平性を保っため、原則として、供給仕様、料金等を

均 1ヒする等で、双方協力のもと Lpガスで供給することと

なった。

兵庫県プロパンガス卸協議会は、人阪ガスとの協議で決めた

供給力所をそれぞれの地区へ通知し、配管工事を含めたガス供

給については、地区で対応することとしている。
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建設計画（建設場所・建設戸数）

大阪ガス50% プロパンガス卸協議会50%

リキッドガス 各地区

配管工事 配管工事

ガス供給 ガ ス 供 給

L pガスの供給形態は、戸別供給方式と集合配管方式とがあ

るが、いずれにしても、短期間に多数の容器、メータ、警報器

等が必要で、これについては、日連を通じ、メーター工業会等

に応分の協力を依頼したほか、 20kg容器、 50kg容器については、

他府県協会にも協力を依頼した。
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2月25R、

人海戦術による仮設

2名 1組で50班を紺成、

① まず、 トラ ックから容器を安定さすため の

プロックを降ろす作業から始まった 。

②手押し中で地ならしをする班と、ダンボールから器具を

を取り出し各戸ごとに仕分ける班と 。 作業は手際よ く。

..．．．^  •-、... 
た

'→り
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住宅の Lpガス供給
}19;14．市では200世帝を 1Hで完了

③火•'が、距離が保てす、遮薮板が必要 。

ー

―

-1-
――-

＇

9
1
,
1
 

“ こニ

④遮蔽板の取り付けに時間がかかる。
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⑤ 20キロ容器 2本 19/：の各,i供給。

まずトラックから容器を降ろして 。

一噸

⑥整地されていないため、容器はすべてMに担いで運搬。
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⑦ 2人 l糾ての据付 l：市。

避難仕民を想い令且必タビの努）Jが続く。

⑧やっと 完成検介．にこきつける。

（写真提供産報報道出版株式会社）
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7.地震は日本列島全域で発生する

北アメリカプレート

ユーラシアプレート

太平洋プレート

ご フィリビン海プレート

日本列島は、フィリピン海プレートと太平洋プレートが

ユーラシアプレートと北アメリカプレートの下へ沈み込

む領域の上に乗っている。

地球上で、地震はこうしたプレートの境目で集中的におきて

おり、プレートが沈み込むプレート運動が地震エネルギーの源

である。

図のように、日本列島は、 4つのプレートの境目にあり、地

震がない地域などある筈がなく、地震が無くて不思議、あって

あたり前と考えるべきである。
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一

地霙はプレート境界部と活断層で発生する

地店は発生原因によって、「プ

レー トバ＇！ Jと「内陸lf.'l~に大

別される。プレートの移動に

よって裕えられたエネルギ ー

かプレートの中で蚊も弱い場

●「プレート型」地需の発生メカニズム

l所に佑中し、ある限界を超え

た時に、その弱い楊所がずれ

てエネルギーを角名放して地店

か発生する。

/* -

毎出プレートが陸旧プレートの下に

少しずつもぐり込むc

鴫~

陸臼プレートの先端が｀海伎iプレー
トに引っばり込まれ、元にもどろう

とする力が蓄積される。

●「内陸型」地震の発生メカニズム

” 

疇

陸但1プレートの元にもどろうとする

力が、海偏プレートの引っばり込む

7Jを超えた時に急に陸阻プレートが

はね上がり、地震が発生する。

活断層をはさむ両瀾から圧絃するカ

が加わる。

活困層の部分にひずみが蓄積される。 ひずみが辰界を超えた時 活困囁の

部分が急に破頃し、ずれが生し地震

が発生する。

活断層とは・・・ 活断脳とは般に蚊近の地竹時代 第四紀、

約l80JJ年削以降）に活動した断妍を，iう。地

ばとを引き起こす III能性のある活断！付は、くり

返し活動することが知られておリ、活動度の

，為いもののJhl期は数千年程度といわれている。
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「神戸では、大きな地震は起っていない、起きない」と言う

のが定説であって、昭和40年に神戸市で開かれた防災対策の条

例制定審議会の席上で、神戸市の担当官が「神戸市では今まで

大きな地展が起ったことがないので...…」と語ったことに対し、

神戸市須磨寺の小池管長が「文禄 5年 C15 9 6年）近畿地方で大

地震があり（慶長の大地震）、伏見城の天守閣か崩壊し、本願

寺の諸堂も大きな被害を受けた。

須磨寺も全壊し、兵庫の街は全滅したと記録が残っている。

神戸に地震がないと言うのは、とんでもない認識不足で、大地

震を予測した対策を早急に立てるべきだ。」と主張された。

しかし、この話も 400年前の話で、緊急課題として取り上げら

れなかったらしい。 明日かも知れない、明後日かも知れない

あなたの街を震度 7 • 8クラスの大地罠が襲って来ても何の不

思議もない。

怖いもののたとえを「地震・雷・火事・おやじ」と言う。雷

と火事・おやじは人の英知と科学の力で防ぎ得るが、地震ばか

りは予知できず、いかなる科学の力、人の英知をもってしても

避け得ざるもの。

ならば、不慮の災害に備え、それを最小限にとどめるための

対策を講ずるのは、明日では手遅れかも知れない。

格言「災害は忘れた頃にやって来る」

「備えあれば憂いなし」
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8.土地がずれる

苧 i原地となった淡路島北部の野島断層は、明石海峡に面した

駿江崎から南西方向に約 9kmにわたって、東西の地盤か平

均 1mも横ずれを起こし、場所によっては 2m近くずれた。

断層 I::.の道路や住宅、農地の境界かすぱっと切断され、直下

刑地震のエネルギーの巨大さを見ることが出来る。

断層上の宅地や農地は、いびつな形になり、境界線を引きな

おすことになったか、「』じ断層上でも横ずれを起こさず、地割

れや沈下だけの土地もあり、また境界の測量に基準点となる上

地そのものが動いているので、測贔にも支障をきたし、土地登

記にも大きな影聾が出そう。

宅地の真ん中を通る野島断層。地盤の
移動で、本来一直線だった塀が大きく
横ずれした＝兵暉県津名郡北淡町長畠

（写真は神戸新聞社提供）
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9. 地震学者は内科の先生

平成元年10月、ちょうど熱海の沖で海底火山が噴火し、群発

地震が多発して関東地方に大地震がおこる前ぶれではな

いかと、大騒ぎしたことがあった。当時、東大名誉教授で世界

的に有名な地球物理学者の竹内均先生と会食を共にする機会に

恵まれ、いろいろとお話を伺ったことがある。

私が、 「熱海の地震はどうなるのですか？本当に東京が壊滅

するような大地震が起こるのですか？」と質問すると、先生は

「私は、医者で言うなら内科の主治医ですよ。」と高笑いされ

た。何のことか判らないので「内科の主治医とは？」とお聞き

すると「外科の医者は、切開手術をして、悪い所をはっきりと

目で確かめることか出来るが、内科の医者は聴診器を当てて、

患者の心音や呼吸音を聞き、それに知識や経験を加えて、体の

どこがどう悪いのか判断する。地腰学者は、外科医のように地

球を切開してどこがどうなっているのか確かめることか出来ま

せん。内科の医者のように地球に聴診器をあてて、それに知識

や経験を加え、多分こうだろうと診断するのです。

だから明日か明後日かに東京で大地窟が発生するか、しない

か予知は出来ません。」

なるほどと感心して拝聴したのですが、そう言えば、天気予

報や台風情報はあっても地震予報と言うものは、聞いたことが

なしヽ 。

江戸時代にこんな話がある。

川にウナギをとりに行った男が、ナマズが騒いでいるのを見

て地震がくると思い、火事に備えて家財道具一切を運び出して

助かった。

安政 2年の江戸大地震の時は、鶏が声をそろえて鳴き続けた

とか、大正14年の但馬地震の時は、インコが騒いだとか、また、

伊豆半島地震の時には、熱海にあるバナナ・ワニ園でいつもじっ
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としているワニが地震の 2~ 3日前から大騒ぎをしたと飼育係
が記録している。

今回の地震でも、

① 蚕が一列に並んだ。

② 地霰雲を見た。

③ ハトが居なかった。

④ ネズミか走り廻った。

⑤ 犬が犬小屋に入らなかった。

⑥ 魚がよく釣れた。

⑦ 枯れた谷川から山水が流れていた。

⑧ 豚が大騒ぎをして、かみ合っていた。

⑨ 金魚が立ち泳ぎをしていた。

⑩ その他・・・

動物には、何か不思議な予知能力があるようだが、いつも地

震があった後から、こんな不思議なことがあったと新聞記事に

なる程度で地裳前に予知することは出来ないのだろうか。オウ

ム真理教では、アメリカが地鹿発生の兵器を使ったため、と言っ

ている。 （笑）
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1 o.デマ千里を走る
朝 H新聞に掲載されたデマ打ち消しの記事を拾ってみよう。

◎ 1月24日

大阪管区気象台は 1月23R午後 10時前、近く近畿地方で大地

震が発生する、というデマ情報が流れているとマスコミに打ち

消しのための協力要請をした。

京都、大阪を中心に近畿地方の広い範囲で「 0月 X 日にマグ

ニチュード 8クラスの大地震か0市を襲う」というもの。

また、亀井運輸相か「うわさに惑わされないように」とアピー

ルした。

◎ 1月25日

「デマに惑わされないで」という見出しで0月 X 日にマグニ

チュード 8クラスの地震が0市を襲うといううわさか飛びかっ

ています。根拠のないデマで、現代の科学では、東海地鹿の直

前予知を除いて地震の予知は出来ません。気象台からの地窟情

報をよく聞き、冷静に行動してください。

◎ 1月27日

デマ被災地を走る。近く M 8級の地鹿。打ち消しへ気象庁懸

命。

このほか、仮設住宅人居の受け付けが始った。入居は先着順

との尾ひれもついていた。

また、一度避難所を出ると仮設住宅に入れないとのニセ情報

もあり、一度親類宅などに身を寄せていた被災者が、再び避難

所に戻る例もあった。

例 1. 給水車の作業員がエイズに感染しており、この水を飲ん
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だ市民が感染した。

例 2. 再び起る大地震で、淡路島が移動し、琵琶湖が山になる。

例 3. 復旧作業に従事している自衛隊員が火事場泥棒で警察に

逮捕された。

例 4. 「津波がやって来る」とのデマ情報に、海岸を埋め立て

たニュータウン「六甲アイランド」の住民は大慌てした。

また、海岸部の体育館に避難していた被災住民は「山へ

逃げろ」という声にわけもわからぬまま山手方面へ走った

としヽ う。

いずれも全く根拠のない流言飛語だが、日コミで真実のよう

に伝わり、市民の中には給水車の水を飲まなかった人もいたよ

うだった。

これらは、情報不足から広範囲に伝わるわけで、関東大震災

の時も、新潟地震の時も同じようなデマかあったと聞いている。

デマに巻き込まれないためには、 1に冷静、 2に確認が何よ

りも大切である。
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11.特徴

関東大箆災 阪神大震災

死者 約 15万人 約 5千 5白人

全壊・焼失家屋 約 60万戸 約 4万戸

物的損害 約50億円 約 10兆円

（国家予算の 3倍強） （国家予算の数分の1)

型 海溝型 活断層型

周期 約 100年 約 1.0 0 0年

人的・物的損害 崩壊による損害の数十倍 90％が家屋の崩壊

か火災によるもの 10％が火災

マグニチュード 7. ， 7. 2 

1 時間的に 5時46分と言うまだ都市が眠りから完全にさめて

いない時間帯であったため、 5500名を越える死者にとどまっ

たが、これが昼頃だったら………と思うと背筋に冷たいもの

を感じる。

新幹線は走っている、高速道路は車の洪水、都心のデパー

トは満員と言う生活時間帯をはずれていたことは、不幸中の

幸いと言うぺきか。

2 関東大展災では、地震による大火で多くの死者が出た。北

海道の地震では津波による死者が多かった。

阪神・淡路大震災では、 90％が家屋の崩壊による圧死で、

数分以内に尊い命を落とされている。長時間、柱やタンス

の下敷きになり、下半身や腕、胸を押さえつけられ、血が通

わなくなったり、また衰弱死されたり、焼死の方も多数ある。

3 これだけの大震災であったにもかかわらず、 Lpガスに起

因する事故は、窟動により配管の継手部が欠損し、漏洩した
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L pガスの小爆発により 1名が 2週間の火傷という 1件にと

どまった。

これは、 Lpガス販売業者の迅速な対応もさることなから、

安全機器の普及率98％であったこと、また大半の消菅者が、

激しい蔑動で家を飛び出した時、容器バルブを閉めたことに

よるものと考えられる。
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タダ

12.無料は経済の活性化を阻害する

支援物資として、大は 50kgから小は 2kgまで多量の容器を

頂戴し感謝している。

一度に大量の容器をいただいたため、一時的にせよ容器置場

の確保に苦慮した。

折角いただいた物資を必要としている場所へ輸送するのに、

道路の渋滞と車両不足のため思うにまかせず、現場到着にかな

り時間を要することとなった。

また、都市ガスが復旧すると容器は不要となり、この回収作

業に頭を痛めている。

その点、カセットコンロが一番ありがたかった。しかし、学

校や公民館などの避難所内は、火気の使用を禁止しており、ま

た、避難している世帯数の数だけ持って行かないと受け取って

くれない所もあって、配分についても困難がともなった。

神戸市では支援物資として何千トンの米を用怠し、被災住民

に無償配布することにした。また、国でも同様、数千トンを用

意し、炊出し用に使うほか、仮設住宅の人居者に無料で配布す

ると言う。

一方、大きな被害を受けた米屋さんが、傾いた店を補修し、

奥さんと二人で、やっとの思いで店を再開したが、多量の米が

無料で配られているため、米が全く売れない。

衣料品店でも防寒具が売れない。毛布もある所にはあり余る

ほどあって、これも全然売れない。

私の家でも、救援物資としてカップラーメンをいただいたた

め、震災以来買う必要がない。
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L pガスについても災害対策本部から無料で配られたり、ボ

ランティアが無料のものを持ち込んだりしているため、被災者
タダ

の中には Lpガスを充てんしても無料と思い込み、また、避難

所などでは「お金が要るのですか。」の声も聞かれる。

あまりにも多くの物資が無料で配られているため、面売人は

開店しても商売にならない状態がおきた。

これでは、商売人の首つりの足を引っ張っているようなもの。

戦後、物資のない時代は、一万円の金銭より一合の米の方が

ありかたかったが、今や日本は物で栄えた世界一の経済大国で

はないか。物が無かったのは、震災当日と翌日ぐらいで、しか

も、お隣の大阪、京都にはいくらでも物はあってただ輸送出来

なかっただけであり、 19日には神戸三宮のデパートの食料品部

が開店している。

援助する方々の暖かい心情はありがたいが、墾度を超えての

無料物資援助は、地元経済の活性化につながらない。
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13. 自転車・単車が役に立つ

1 月17日、兵庫県では災害対策本部を設置して、早速、対
策協議をすすめたが、電話、 FAX、無線が使用不能で、

全体の被害状況が把握出来ずに、苦慮していた。

県警本部長とも連絡がとれないため、県の対策本部長である

知事は、総務部長に「県警本部長に会って状況を把握せよ」と

命じたところ、総務部長は「道路が通れません。電話も通じま

せん。」と答えた。

これに対し、知事は「自動車が使えないのなら走って行け。」

と強い口調で総務部長を叱責されたと言う話がある。

崩壊したビルが道路を塞ぎ、ガレキの中をパトカー、消防車、

救急車がサイレンを嗚らして走り廻り、それに一般車両も加っ

て、道路はとうてい走れる状態ではない。

ガスの配達も然り。神戸市内で A販売店の店員が朝、配逹に

出て、 2軒の消費者にガスを届け、帰って米たのが夜中だった

と言う。

大渋滞の中、動かない自動車を横目に自転車、単車か大活躍。

単車なら 20キロ容器は積めるし、自転車ならガレキの中を担

いででも連絡に走れる。

しかし、気をつけねばならないのは、単車、自転車の盗難が

増えることである。

兵庫県警の調べでは、地震発生の 1月17日から 24日までの 8

日間で、窃盗の被害届は378件。このうち、オートバイ盗は242

件、自転車盗が87件あり、また、避難のため無人になった家庭

や会社を狙った空き巣も多発しているため、県警は「被災者地

域集団パトロール隊」を結成し、 800人の警官が数班に分かれ、

24時間態勢の警戒を始めた。
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14.電話をかける方法

1月17H 午前 7時30分 協会本部に到着したが、建物の
損傷がはっきりしないため、保安員の規制で人館出来な

しヽ。

車のラジオでは、 「阪神地方に地衷、死者22名」と報じてい

るが、協会までの道程で目にした惨状から推察するとラジオ放

送どころの惨事ではないと判断。

直ちに会長、副会長に連絡しようと携帯電話を使ったが不通。

携帯電話が通じないのは、最寄りのアンテナ基地局が被害を受

けて、機能停止になっている場合もあるが、このような非常時

には、警察や消防なども携帯電話を利用するため、通話か通常

時の 10倍近くになり、 10本のうち 3本しかつながらない状態に

あったらしい。

協会事務局のデスク電話も着信は出来るようだが、発信が出

来ない状況で、会員宅へ電話して被害状況を把握することも出

来ず、大きな障害となった。

一般電話については 193000回線に被害があり、かかりにく

かったのに比べ、公衆電話は、緊急時に連絡できるよう、発信

規制の対象外となっているので、かかりやすかった。

ただ、停電していたので、カードや百円硬貨は使用不可。

多くの人が使うと、交通事情が悪いため集金人が集金に来る

ことが出米ず、電話器の中が10円硬貨であふれ、使用出来なく

なっていた。

事務所の電話については、災害優先霞話制度というのがある

ので、 NTTへ巾込めば、回線と理由を判断して取り扱ってく

れる。
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15.生活の知恵

5
 

千円から 1万円程度の「非常用持ち出し袋」なるものが、

デパートやスーパーで売られている。

中味は、懐中電灯、食料、飲料水、タオル、救急箱……等々

が人っている。

関東ではよく売れているそうだが、関西のデパートの係員は

「今回の窟災前に売れた記憶はない。」と言っている。

関西では、非常持ち出し袋に対する関心は薄かったようだ。

それでも、何人かは用意していたであろうと、友人、知人等に

問い合せて見た。

用意していた
震災の時

役に立った問い合せ
持ち出した

3名
1名

81名 19名
（懐中電灯）

災害時に何が役に立ったかについて調べると、 1位は、風呂

の湯は流すな。いつも満水にしておくことと言うのが一番多い

意見。これは火が出たら、この風呂場の水が使えるし、水洗卜

イレに役に立つ。

私宅も雨水をバケツで受けて、風呂の水を補給し、 トイレに

使った。

バケツでトイレに流せばよいが、洗面器の水では水圧が不足

して、便器の汚物は流れるが、下水のパイプがつまる。水道が

復旧したら、必らず強い水圧で流し、下水パイプの清掃が必要

である。

次に多かった意見は、家族、親戚で万一離ればなれになった

時の集合場所を決めておくこと。
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これだと家族の安否確認が容易に出来る。

次に役に立ったものは厚手のゴミ袋。これは使い方によって

とても便利。二枚重ねると、ポリタンクが無くても給水車から

の水を確保出来るし、バケツに入れてトイレに使え、そのまま

処置出来る。

また、寒い時には、頭と手を出す所に穴をあけ、頭から被っ

てポンチョとしても使える。あまり格好よいものではないが、

意外と暖かく、雨風もしのげ、万能である。

16.容器置場は強かった

クヤ器置場の技術上の基準（通常）は、 20crnx 40crn x 15crnの

合プロックに 9Illlllの鉄筋を 40CIllビッチで配筋、モルタル充

てんで屋根は石綿スレートなどの軽量不燃材となっている。

この容器置場は極めて頑丈に出来ており、今回の地震でも、

屋根は破損したが、容器置場の障墜が破損し、崩壊したとの報

告はない。

同じプロックでも、私宅のブロック塀 (2rnH x l 8111）は、モル

タル充てんなし、鉄筋なしであったため、見事に倒壊。また、

教会、異人館街などで多く見られるレンガ塀は、殆んど倒れて

いる。

地震の際は、ブロック塀やレンガ塀に近づかないこと、容器

置場へ逃げ込むのが一番安全かも知れない。
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17. 100万人の保安要員を養成せよ
- 1件の事故検証一

二原郡緑町。ここは淡路島の中央部よりやや南に位置する

•人口 6. 6 0 0人、世帯数 1.805戸、殆んどが兼業農家で、田

圏が広がる閑静な町。地鹿は淡路島北端から北東方而の断層へ

走ったためか、島内では、他の市町に比べ比較的被害の少なかっ

たところ。

事故は、第一震のあった午前 5時46分から 9分経過した 5時

55分頃発生した。

第一震により、ガス臭に気づいた被害者の主婦が、直ちに台

所のガスの元栓を閉止し、換気をしたため、一旦ガス臭が和ら

しヽ だ。

その直後、第二震（余震）が起きたため、主婦は屋外に逃げ

ようとした時、小爆発が起き、全治 2週間の火傷を負った。

火傷を負いながらも、屋外に避難した被害者は、壁が崩れ落

ち、露出した配管の継手から火を吹き、板塀に燃え移っている

のを見て、とっさに容器 (30kg 2本立）のバルブを閉め、火

を消したと話している。

家屋は地震により、台所、大井、墜などが大破したが、 Lp 

ガスによる小爆発の損傷は見受けられない。

ガス供給者の井本産業卸は、毎月オリジナルのミニコミ紙

5, 000部を発刊、消費者など関係者に配布しており、昨年の 8月

号、 9月号の「 LPG講座」欄には災害時の対策と題して「洪

水のとき」、 「火災のとき」、 「地震のとき」それぞれの対策

を掲載するなど、万一の災害に備えての消費者教育に努めてい

た。

しかし、あれだけの大惨事の中、 Lpガスに起因する事故は、

ただ 1件であったことは不幸中の幸いであった。原因を解明し
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てみると、販売店の適切な素早い対応もさることながら、消費

者の多くが、地震と同時に家を飛び出した時、容器のバルブを

閉めた事が、一番大きな要因ではなかったか。

兵庫県プロパンガス協会では30年来、毎年県下各地で消費者

教室を開催し、くり返し、くり返し Lpガスの安全知識を周知

しつづけて来た。また、販売店も独自のミニコミ紙を発行した

り、学校の運動会で容器を使っての消火訓練をするなどユニー

クな催しも実施しており、一般家庭の主婦の頭の中に、知らず

知らずのうちに、万ーの時は容器のバルブは閉めるものだと言

う意識が強く焼きついていたためだと考えられる。

つまり、地震で家を飛び出した一人一人が防災要員であった

訳で、しかも、これらの保安要員は現場に居合せており、簡単

で、初歩的ではあるが、容器バルブを閉めると言う最も基本的

で、ガス遮断に確実な作業を直ちに行うことが出来る。

ハイテクメータの設置も結構だが、消費者教育の徹底をはか

り、消費者＾人一人に、万ーの時の保安要員になっていただ＜

ことが、ガス災害を防止する上で、最も肝要なことだと考えら

れる。

兵庫県下での Lpガス消費家庭は 68万戸で、一世帯l.5人の割

合で保安要員になっていただくと 100万人の要員が確保出来る。

1件の事故を考察すると、地震発生と同時に停電となり、警

報器は作動しなかった。また、配管の折損によりガスが漏洩し

たが、少量のためマイコンメータもガスを遮断していない。た

とえマイコンメータが作動したとしても、容器とメータの間で

湿洩したガスは遮断出来ない。

これを遮断するためには、容器のバルプを閉める以外に方法

はなしヽ 。

誰が容器バルプを閉めるのか。消費者教室の開催を増やし、

消費者に対し安全知識の周知を図り、もって万ーの災害に備え

たしヽ。
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18.危険物は危険か

神戸市長田区は、靴製造のゴム工場が多数集っている地域で

ある。火災で次々と類焼火災を引き起こし、一而は焼け野

が原と化した。

しかし、こんな激しい火災にあった長田地区のガソリンスタ

ンドは 1軒も焼けず、倒壊もしなかった。

兵庫県石油協同組合の調査でも、今回の地震で火災が発生し

たスタンドは 1件も確認されていない。

ガソリンは消防法の規定で危険物に指定され、ガソリンスタ

ンドでは地下タンクに大量貯蔵されている。

L pガスも一定量以上貯蔵する場合は、消防署に届出か必要

で、危険物同様の扱いを受けている。

しかし、今回の地震では、危険物とされているガソリンも L

Pガスも燃焼爆発はしなかった。

一方、危険物に指定されていない都市ガスはどうだったのか、

地下埋設管の大阪ガスの総延長は約5600krn、実に東京・大阪間

5往復分以上に相当する。

地震発生 6時間後の 11時30分、大阪ガスは神戸市と芦屋市の

一部38万 7千戸に対するガス供給停止を指示し、その後、段階

的に供給を停止、最終的には21時に神戸市の残りと明石市の一

部を止め、合計約85万戸で都市ガスが使月出来なくなった。

長い配管の中に多量のガスが残っていたためか、それとも供

給停止の指示から実際に弁が閉められるまで、時間がかかった

のか不明だが、 19日のテレビでは焼け跡から数力所青白い炎が

立ち上がっている画面が見られた。

2月 7日の新聞記事によると、 「炎呼んだガス・漏電」とい

う見出しで、 「電気がともった直後に民家から火の手が上がっ

た。付近の住民はかなり前からガスの臭いに気づいており、電

気が復旧した途端に出火した。」と報じている。
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神戸大学教授らの調査によると、淵洩したガスに電気のス

パークが火種となって起った典型的な複合火災だとしている。

危険物か危険でなく、危険物でないものが危険だったわけ。
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19.容器は売らず、リースで貸せ

桓戸話相談窓口を開設したためか、住民からかかってくる電

目話の内容は種々雑多。

都市ガスの復旧がすすむにつれ、容器の処理についての問い

合わせが多くなっている。中でも困るのは「ガスの入った 8キ

ロ容器を20,000円で買った。 2日間使ったが、都市ガスが使え

るようになったので、買ったガス屋さんに買い戻してほしいと

言ったら、買い戻しは出来ないと言われた。何とかならないか」

と言った内容のもの。

販売店に問い合わせたら「ガスが使えず困っている。値段は

いくら高くてもよいからプロパンを売ってくれ。と言われ客も

承知で買ったもの。うちもこの客のため仕入たもので、買い戻

しても 8キロ容器は使い道がないので買い戻せない」との返事。

不要容器回収を呼びかけても、客の心情としては20,000円を

捨てるようなもので、仕方なく納屋の隅にでも置いておくこと

になるだろう。

一方、ある販売店では、容器は売らず、 5キロ容器は 1万円

程度の保証金を預かり、返却時に 8,0 00円を返すことにしている。

こうすると、客は8,000円返してもらえるので、店まで容器を

返しに来ることになる。

保証金は高いほど、容器がかえってくる率は高い。回収の手

間もかからず、二次災害の心配もなく、災害時では容器は売ら

ず、リースが好ましい。
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20. ライフラインの見直し

都市ガス・水道・霞気がストップしている中、倒壊焼失していない Lpガス消費家庭については、震災当日から消費設

備の安全点検を実施し、安全が確認された家庭から順次開栓し

たため、即使用が可能となり、都市ガスの復 1日が遅れる中、 1

月末にはいち早く 100％使用可能の安全宣言をプレス発表する

ことができた。

いまだに完全復旧していない都市ガスにくらべ、災害に強い

L pガスがもっと広く社会に受け入れられるようアピールすべ

きであろう。

特に、病院や老人ホーム、また、災害時に避難所となる学校・

公民館などでは、素早い復原力をもち、かつ地球環境にも優し

いLpガスを設置すべきである。

4種の神器として、少なくとも、公共施設では、災害に強い

街づくりに、ガスはプロパン、水は井戸、電気は自家発電、通

信は無線を取り入れるべきだと提案したい。
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21.記事必ずしも正しからず

同じ事件でも、取材品者の主観によって全く違った意味に

とれる記事になることがある。

また、 「犬が人を噛んでも記事にならないが、人が犬を噛む

と記事になる」というニュース性もあるが、今同の震災による

L pガス関係記事について、次のような誤った報道がなされた。

1月20日 サンケイ新聞

火災の恐怖が再び、被災住民を襲った。十九日未明から朝に

かけて、神戸市内などで相次いだ倉庫、ビル火災。 「消費者都

市」としての神戸を象徴する存在のコープこうぺ本部（東灘

区）も炎上した。火災の大半はプロパンガスがもれたことが原

因上之之＿、消火のための水不足で次々と延焼。 「早く消し

て」 「なんとかして…•」。ライフラインを寸断された被災地

に、二次災害の不安が広がった。
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3月 2日 サンケイ新聞

仮設住宅のなかには、プロパンガスの点検作案の遅れな
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取
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事実と連うので抗議したと こ ろ、

3月 7日の夕T.ljに、 このような記事か掲載された。
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[2月14日 読売新聞 三重県版］

阪
神
大
震
災
の
日
か
ら
、
も
う
一
か
月

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
被
災
者
の
苦
労

は
続
い
て
い
る
。
こ
れ
を
す
こ
し
で
も
軽

く
す
る
た
め
の
努
力
が
各
方
面
で
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
敬
意
を
表
す
る
。

し
か
し
、
マ
イ
ナ
ス
面
が
聞
こ
え
て
く

る
の
も
事
実
で
あ
る
の
で
、
あ
え
て
記
し

た
い
と
思
う
。

第
一
は
、
ガ
ス
の
復
旧
の
遅
れ
に
つ
い

て
で
あ
る
。
土
中
に
あ
る
ガ
ス
管
の
復
旧

が
大
変
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
分
か
る
。
け

れ
ど
も
、
な
ぜ
都
市
ガ
ス
の
復
旧
に
こ
だ

わ
り
、
そ
れ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か

が
わ
か
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
他
に
プ

ロ
バ
ン
ガ
ス
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

I 

二つ
加地伸行

全
国
的
に
見
れ
ば
、
大
阪
カ
ス
株
式
会

社
な
ど
が
提
供
す
る
都
市
ガ
ス
よ
り
も
、

小
零
細
企
業
が
扱
っ
て
い
る
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
を
使
っ
て
い
る
家
庭
の
ほ
う
が
多
い

し
、
地
域
も
広
い
。

と
す
れ
ば
、
大
阪
ガ
ス
が
復
旧
工
事
を

ぃ
ぃ
胄
[利

ガ
ス
が
そ
う
し
な
い
の
は
、
プ
ロ
バ
ン
ガ

ス
に
乗
り
こ
ま
れ
、
自
分
た
ち
都
市
ガ
ス

の
シ
ェ
ア
（
市
場
占
有
率
）
が
低
く
な
る

の
を
恐
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
。

つ
き
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
C

若
者
た
ち
は

献
身
的
で
評
判
が
良
い
が
、
年
配
リ
ー
ダ

9
9
.
I
 

ー
の
五
、
六
十
代
の
評
判
は
芳
し
く
な
い
C

こ
ん
な
話
を
確
か
に
聞
い
た
。
淡
路
島
の

あ
る
福
祉
施
設
に
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
場
合
、
年
配
リ
ー
ダ
ー
が
、
後

で
施
設
長
に
こ
ん
な
文
句
を
つ
け
た
と
い

う
。
一
日
に
十
五
時
間
も
働
か
せ
ら
れ
た

と
か
、
宿
泊
は
施
設
内
で
は
な
く
て
ホ
テ

ル
を
準
備
し
、
送
り
迎
え
を
す
べ
き
だ
っ

た
と
か
と
。
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
何
か
が

ま
っ
た
く
分
か
っ
て
い
な
い
リ
ー
ダ
ー
で

あ
っ
た
。
世
の
中
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
り
、
き
れ
い

ご
と
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
を
知
っ
た
上

で
、
し
っ
か
り
生
き
て
ゆ
く
ほ
か
な
い
。

（
大
阪
大
学
教
授
・
中
国
哲
学
史
）
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た
と
え
ば
、
都
市
ガ
ス
の
複
旧

で
あ
る
。
地
下
に
迎
設
さ
れ
た
ガ

ス
管
を
点
検
し
、
交
換
し
、
さ
ら

に
家
庭
や
平
菜
所
な
ど
の
ガ
ス
器

具
の
栓
が
印
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
、
徐
々
に
供
給
を
再

叫
し
て
行
ヽ
こ
の
一
遮
の
作
業

萎
ス
会
社
が
終
了
す
る
ま
で
、

和
全
欝
に
は
な
ら
な
い
。
住
民

゜
゜

り）ラかしだとと全よ諒水イれ

菫互；閂苫蓋信｛鼻屋と笙器

[ i睾髯奢楚窒羹臨翌器宝急I旧、多ンあ生フやせ‘弓翌員

テ醤り誓そ腐:腐夜支づ謳皇
るのし絶地-社 iと衰‘ラさ娑〗

互」
各

I 

は
、
炊
翠
ふ
ろ
、
瞬
房
に
も
平

欠
く
不
便
な
生
活
を
碑
い
ら
れ
て

い
る
。屑
を
自
括
し
て
曰
夜
、
布
闘

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
努
力
は
多

と
す
る
が
、
し
か
し
、
な
ぜ
蓋

翌
型
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

(
L
P

G
、
毘
福
ガ
ス
）
を
利
用
し

な
い
の
か
、
と
い
ろ
疑
問
は
ぬ
ぐ

え
な
い
。

2
月
6
日

燦蹂翠沿・;

鬱屹／

編集委負

中島洋

大
阪
ガ
ス
は
二
千
偲
巴
江
く
の

賛
を
か
け
て
記
管
な
ど
の
施
設

を
再
器
設
す
る
、
と
い
う
。
そ
れ

怪
需
だ
が
、
そ
ん
な
に
急
が
な

く
て
も
、
と
り
あ
え
ず
ほ
、
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
で
も
良
い
で
は
な
い

か
。
学
面
、
プ
ロ
バ
ン
ガ
ス
を
使

っ
て
問
に
合
わ
せ
ら
れ
る
な
ら
、

裔
を
遮
断
し
て
道
路
を
齊
り
返

芝
と
も
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
レ
ビ
放

器
習
、
都
市
ガ
ス
の
悉
阻

綺
を
靱
告
し
て
い
る
。
「
O
O

地
域
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
で
笈
旧
し

た
」
と
い
ゑ
報
道
に
は
と
ん
と
お

目
に
か
か
ら
な
い
。
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
の
不
人
気
の
舞
由
の
一
っ
ほ

冠
険
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い

か
。
か
つ
て
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
引

火
、
爆
発
の
事
故
を
認
茫
起
こ

し
た
こ
と
が
あ
る
。
ガ
ス
を
菩
え

た
ボ
ン
ベ
が
む
き
出
し
で
何
と
な

く
不
安
を
感
じ
る
向
き
も
多
い
の

で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
安
全
器
異
や
安
全
装

窓
の
普
及
で
、
こ
の
と
こ
ろ
、
消

究
者
の
ホ
故
は
急
速
に
諏
少
し
て

い
る
。
一
九
八
三
年
に
は
七
百
九

士
―
―
件
を
記
録
し
た
事
故
は
九
三

年
に
は
百
十
五
件
ま
で
誠
少
し
て

い
る
。
年
間
に
靡
以
上
だ
か
ら
、

ま
だ
「
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
j

と

太
鼓
判
を
押
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
が
、
安
全
置
の
襲
晨
九

五
年
に
は
九
七
％
に
達
し
て
い
る

の
で
、
さ
ら
に
事
故
の
予
防
は
進

日
経
夕
刊

目‘̀’’’敬ふ

','’’J

森

展

す

る

だ

ろ

う

。

工

業

社

会

が

終

わ

裟
こ
こ
で
は
都
市
ガ
ス
に
対
す
る
り
、
情
報
社
会
を
迎
え

零

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
優
位
性
を
言
い
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
菜

立
て
る
の
が
自
的
で
は
な
い
。
大
中
化
の
逆
、
分
散
化
で
あ
る
。
情

規
探
な
ガ
ス
供
給
セ
ン
タ
ー
を
中
穀
シ
ス
テ
ム
は
す
で
に
祟
中
か
ら

心
に
ガ
ス
管
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
分
改
へ
と
整
や
し
、
阪
神
大
膵
火

腎
巡
ら
す
方
式
に
「
眉
j

す
で
も
、
分
敵
シ
ス
テ
ム
の
象
徴
で

色
と
加
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
あ
る
パ
ソ
コ
ン
通
信
網
や
イ
ン
タ

い
こ
と
を
慕
付
け
る
た
め
に
、
別
ー
ネ
ッ
ト
が
大
き
な
効
果
を
発
揮

の
解
棗
誓
き
と
を
示
し
た
し
て
い
る
。

だ

け

で

あ

る

。

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

生

臨

ー

分

記

の

仕
組
み
は
旧
来
の
仕
組
み
を
仮
元

裏

呈

醤

い

の

差

会

か

。

も
し
か
す
る
と
、
「
ラ
イ
フ
ラ
イ

と
の
発
恋
の
中
に
は
エ
菜
社
会

で
絶
対
価
卸
と
思
わ
れ
て
き
た
忠

想
の
残
滓
（
し
）
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
「
復
旧
」
は
文
字
迎
り
、

過
ぎ
去
っ
た
古
い
仕
組
み
へ
の
復

帰
、
と
い
う
患
を
狙
し
か
ね
な
い
。

本
当
に
必
要
な
の
は
、
新
し
い
社

会
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
組
み
づ
く
り

”
復
新
”
で
は
な
い
か
。
一

工業社会の 変革必要

大
規
哀
に
簗
相
し
、
大
斌
探
に

爵
処
碑
す
る
発
懇
は
、
工
業
社

全
を
発
展
さ
せ
た
際
嬰
。
雹
力

も
都
市
ガ
ス
も
「
大
き
い
こ
と
は

良
い
こ
と
を
と
い
う
明
快
な
薬

聾
卵
の
元
で
大
型
の
生
産
設
即

を
建
設
し
て
婁
。
都
市
ガ
ス
は

蓋
ガ
ス
に
襲
し
た
が
、
大
規

箆
菜
中
し
た
施
殴
に
寄
え
た
カ

ス
を
寺
管
で
分
記
す
る
施
設
を
そ

の
ま
ま
剌
用
し
た
。 ゜

゜
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22.視察は慎重に

連日と言っていいほど他府県から視察団がお見えになる。

実情をよく見ていただき、将来の参考に資していただ

ければ……と思い、多忙ではあるが、出来る限りの説明と案内

をしている。

無惨な焼け跡に、ところどこ｀ろ花と線香が供えられ、涙なし

には通れない所も随所に見られ、カメラなど向けられない心情

である。

最近、遠方から観光バスで観光気分で見物にくる客が増え、

日曜日など長田区の焼け跡に観光バスが列をなしている。

若いアベックがピースしながらカメラを向けている風景が見

られ、これを見た被災者がカメラを取りあげると言うトラブル

も起こっており、市民から撃殻を買っている。

家を焼かれ、家族を失った被災者の悲しい心に思いをはせ、

軽はずみな行動は厳に慎むべきである。
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23.二次災害の防止

地震発生 6時間後、大阪ガス（掬は、約86万戸の消費家庭へ
の都市ガス供給停止に踏切り、数時間後、供給がストッ

プした。

このため、大阪ガスは、 121,200台のカセットコンロと 576,700 

本のカセットボンベを提供したが、このほか、全国から救援物

資として、多量のカセットコンロやカセットボンベが配られ、

また、 2月に入ると、スーパー等でも販売されるようになり、

都市ガスがストップした家庭で使われた数量は把握できないが、

莫人なものになる。

また、 Lpガス容器も、多くの家庭や避難所で、大は50キロ

から小は 2キロまで、ボランティアが他府県から持参したもの、

親類縁者からもらったもの、また、買い求めたものなどこの量

も多い。

一方、各家庭で使われていたカセットボンベや Lpガス容器

は、都市ガスの復旧に比例して不要量が増加する訳で、すでに

カセットボンベや Lpガス容器が一般ゴミとして捨てられたり、

放置されたりしている現状にあり、 Lpガス容器について「ど

うしたらよいか？」との電話が増加している。

捨てられたり、放置されたりするカセットボンベや Lpガス

容器に起因する二次災害が懸念されるが、これについては、 L

Pガス業界だけでは、到底対処できるものではない。

したがって、 「県・市町の災害対策本部」 「消防機関」 「大

阪ガス」 「各市町のゴミ処理担当課」 「兵庫県プロパンガス卸

協議会」 「兵庫県プロパンガス協会」等の関係機関、関係団体

による「 Lpガスニ次災害防止対策会議（仮称）」を開催し、

二次災害の防止に努めることとした。
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1. 不要容器は、容器所有者か回収する。

2. 住民に対し、不要になったカセットボンベや容器の扱い

方についての周知徹底（新聞や市町広報など）を図る。

3. 市町のゴミ処理担当課、卸協議会、容器検査所と連批を

強化し、回収と廃棄処分に努める。

ルート 所有者の表示

1 ボランティアが持 所有者の表示あり
ち込んだもの

2 親類縁者からもら 所有者の表示あり
ったもの

3 業者から買い取っ 表示なし
たもの

4 救援物資としてい

ただいたもの
？ 

5 同業者からの物

（病 院→病 院） 所有者の表示あり
（理髪店→理髪店）

6 対策本部からの物 ？ 

7 そ の 他 所有者の表示あり
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|3月8
 
日 読売新聞 朝刊l

阪
神
大
裟
災
後
、
都
市
ガ
ス

の
供
給
停
止
が
長
引
き
、
カ
セ

ッ
ト
コ
ン
ロ
用
の
ポ
ン
ベ
使
用

が
急
改
に
増
え
て
い
る
が
、
西

宮
市
内
で
ポ
ン
ペ
が
原
因
と
み

ら
れ
る
ご
み
収
集
車
の
発
火
事

故
が
続
発
し
て
い
る
。
被
災
地

の
各
市
は
、
使
用
済
み
容
器
を

捨
て
る
際
の
注
意
を
慈
命
に
呼

び
か
け
て
い
る
。
9発火事故が続発
i カセ ツ トボンベに注意を

西
宮
市
天
道
町
で
七
日
午
後

二
時
半
ご
ろ
、
ご
み
収
集
車
の

後
部
か
ら
火
が
出
、
積
み
込
ま

れ
た
ご
み
が
燃
え
た
。
同
市
消

防
局
は
、
ポ
ン
ペ
の
破
裂
が
原

因
で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
。

同
市
環
境
事
業
部
に
よ
る
と
、

震
災
後
に
、
同
概
の
発
火
事
故

が
計
八
件
発
生
、
い
ず
れ
も
初

期
に
消
火
さ
れ
、
大
き
な
火
災

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

ご
み
収
集
車
は
ご
み
を
回
転

式
や
プ
レ
ス
式
の
鉄
板
で
圧
縮

し
て
旗
み
込
む
。
ポ
ン
ベ
に
丸

ス
が
残
っ
て
い
る
と
、
鉄
板
の

庄
力
で
破
裂
し
、
発
火
す
る
こ

と
が
あ
る
。
西
宮
で
の
亭
故
続

発
は
、
混
乱
で
分
別
収
集
な
ど

の
マ
ナ
ー
が
守
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
原
因
ら
し
い
。

兵
庫
県
商
工
部
に
よ
る
と
、

農
災
綾
に
県
内
に
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ペ
は
百
方
本
以
上
9

今
後
、

使
用
済
み
容
器
が
一
気
に
増
え

る
と
予
想
さ
れ
る
。
西
宮
市
環

境
事
業
部
は
「
ポ
ン
ペ
は
最
後

ま
で
し
っ
か
リ
便
い
切
り
、
ク

ギ
な
ど
で
穴
を
開
け
て
か
ら
捨

て
て
ほ
し
い
。
大
変
な
時
期
だ

が
、
マ
ナ
ー
厳
守
を
」
と
呼
び

か
け
て
い
る
。

[2月10日 神戸新聞 夕刊l

ご
み
収
集
車
内
の

ガ
ス
ポ
ン
ベ
が
爆
発

神
戸
市
の
こ
み
収
集
車
内
で

七
日
、
晒
易
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
ガ

ス
ボ
ン
ベ
が
澤
発
す
る
事
故
が

あ
っ
た
。
阪
神
大
震
災
で
都
市

ガ
ス
が
寸
断
、
復
旧
が
遅
れ
て

い
る
地
区
で
は
か
な
り
の
ガ
ス

ボ
ン
ベ
が
使
わ
れ
て
い
る
と
み

ら
れ
、
同
市
消
防
問
で
は
ガ
ス

抜
き
を
し
て
摺
て
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
。

市
消
防
周
予
防
課
に
よ
る

と
、
同
曰
午
援
二
時
＿
―
-
十
五
分

ご
ろ
、
長
田
区
駒
ヶ
林
町
の
市

道
で
、
走
っ
て
い
た
横
浜
市
派

遣
の
f
)

み
収
集
車
の
荷
台
で

「
ポ
ン
」
と
い
う
爆
発
音
と
と

も
に
煙
が
上
が
っ
た
。
作
業
罠

や
付
近
の
住
戻
が
バ
ケ
ツ
リ
レ

ー
で
消
し
止
め
、
け
が
人
は
い

な
か
っ
た
。

市
消
防
同
な
ど
で
調
べ
た
と

こ
ろ
、
同
区
内
で
不
燃
ご
み
と

し
て
収
集
し
た
中
か
ら
、
乾
電

池
を
取
り
付
け
た
簡
易
ガ
ス
コ

ン
ロ
が
見
つ
か
り
、
火
花
が
出

て
い
た
。
ガ
ス
が
残
っ
た
ボ
ン

ペ
も
数
十
本
あ
り
、
同
署
で
は
、

荷
台
内
で
圧
縮
さ
れ
て
ボ
ン
ベ

か
ら
ガ
ス
が
漏
れ
て
火
花
が
引

火
、
熾
発
し
た
と
み
て
い
る
。
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空
き
地
に
捨
て
ら
れ
て
い
た

ト
キ
ロ
容
器

所

打

者

不

明

ゴ
ミ
と
一
緒
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
容
器

rli
民

の

通

報

に

よ

り

fnl
収
（

泊

防

署

か

ら

の

連

格

に

よ

り

皿

収

。
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24. 隣人が助け合うコミ
づくり

ュニプイ一

神：市泊防局が神戸市民を対象に今回の大震災について、ア

ケート調任を行った。

いろいろな設問の中で、 「向う三軒両隣」と言うが、日頃か

ら隣人が助け合うお付き合いか、いかに必要かが伺える。

l 

Q1 2 は し‘ 383 I 45. 6% 
＇ 近所で倒壊家屋の下敷きに いいえ 428 ! 51. 0% 
＇ なった者がいるか 無回答 2 9 I 3. 4 % ， 

013 は ~ ¥ 291 ! 76. 0% 
＇ 救出活動にあたった者はいるか いいえ 51 I 13. 3% 

＇ *012で「はい」と答えた者に質問 無回答 41 ! 1 o. 7% 
I 

014 近所の者 176 I 60. 5% 
I 

救出活動にあたったのはだれか 家 族 55 I 18.9% 
＇ *013で「はい」と答えた者に質問 救助隊 7 ! 2. 4% 
＇ ＊複数回答 その他 11 I 3. 8% 

＇ 無回答 68 ! 23.4% 
＇ 015 は し‘ 232 I 27 69£ 

＇ 近所で火災が発生したか いいえ 589 I 70 1 % 

無回答 19 ! 2. 3% 
＇ 016 は し＼ 71 I 30.6% 
＇ 消火活動にあたった者はいるか いいえ 9 3 ! 4 0. 1 % 
＇ *015で「はい」と答えた者に質問 無回答 68 ! 29 3% ， 

Q1 7 近所の者 38 ! 53. 5% 
＇ 消火活動にあたったのはだれか 家 族 4 I 5. 6% 
I 

*016で「はい」と答えた者に質問 消防隊 13 I 18 3% 

＊複数回答 その他 2 ! 2. 8% 
＇ 無回答 21 ! 29.6% 
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25.災害に強いまちづくり

起らないと言われた都市直下型の大激震か夜明けの阪神都

市を崩壊させた。いつ、どんな規模で、私たちの住んで

いる街を大災害が襲うか、誰も予知することが出来ない。わが

街、わが家、わが家族を災害から守るため、私たち一人一人が、

「備えあれば憂いなし」の格言どおり、今回の大震災を生きた

教訓として、災害に強い街づくりに取り組まなければならない。

兵庫県地域の災害対策組織図を見てみよう。

指
兵庫県医師会
定

地 兵庫県トラック協会

方 ノゞ ス 公益的事業を営む法人 17 
公

J±: /’‘ 電 鉄

機 放 送
関

大阪 ガ ス（粉 （兵 庫 供 給 部）

指 関 西電力（掬 （神 戸 支 店）

日 本通運（樹 （神 戸 支 店）

定 国際電信電話闊 （神 戸 支 店）

阪神高速道路公団 （神 戸 元日 理 部）

公 水資源開発公団 （関 西 支 社）

日本道路公団 （大 阪 夕巨 理 局）

土ノ‘ 日本放送協会 （神 戸 放 送 局）

日本赤十字社 （兵 庫 県 支 部）

機 日 本 銀 行 （神 戸 支 店）

日本電信電話（粉 (NT  T 神戸支店）
関 西日本旅客鉄道（樹 （鉄道本部・福知山支社）

日本たばこ産業（粉 （神 戸 営 業 所）

震度 7クラスの地震になると、まず、電気、ガス、水道のラ

イフラインが確実に破壊される。特にガス体エネルギーについ

ては、今回の地震で実証されたとおり、都市ガスは完全にストッ
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プ、埋設配管は各所で亀裂を生じ、一旦ガス供給を止めると、

復旧には多大の労力と時間を要する。

その間、何 1-万、何百万の仕民は Lpガスに頼るしかない。

然るに、左図を見ていただければお判りのように災害対策組

織には、旦工しに従事する Lpガス業界は除外され、墾且上に追わ

れるだけの都市ガスが対策組織に組み入れられている。

これは、行政が Lpガスの必要性、重要性に対する認識が甘

しヽとしか言しヽようかなしヽ。

また、地展には火災がつきもので、関東大展災を見ても、奥

尻島の災害を見ても、必ず大火が発生している。

この度の窟災についても然り。神戸市長田区は見渡す限り一

面の焼け野原と化した。その原因に、ガスと電力の複合火災が

言及されている。このような災害を防止するために設置された

災害対策組織が十分その機能を発揮し得たのだろうか？

組織の中のそれぞれの企業、公団等はそれぞれに最大限の努

力をもって、復旧に復興に、或いは救援に努めたことは多とす

るが、横の連携を保ちつつ組織としての機能を果したかについ

ては疑問を抱くところである。

例えば、都市ガスが完全に供給停止され、安全が確認された

後、電力を通すべきで、ガスの臭いが立ち込めている被災街へ

電力を通せばどうなるか小学生でも判断出来るであろう。

何故、都市ガス会社も電力会社も加入しているこの組織で、

こうした基本的事項の合意がなされなかったのか。

これを是正し、 — LI も早い復旧・復輿を目指すためには、組

織の機能が十分発揮されることは勿論、市町は県と、県は国と

迎携をはかりながら、地震予知などの中長期的計画、広いブロッ

クの地域的協力関係、自衛隊、警察、消防、企業の協力、水や

緑地、避難場所の確保など、全体的な防災のあり方を検討しな

ければならない。
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26．地震発生！そのとき市民は？
く兵庫県南部地震にかかる市民行動調査結果＞

神戸市消防局は、この度の大震災発生時の市民の初期行動、

防災意識、学んだ教訓等を今後の市民への防災訓綽、指導、

地域の防災活動に生かすため、神戸市全域において聞き取り調

査を実施した。

■ 設問 1「神戸で地震が起こると思っていたか」（単一回答）
ほとんど C94. 3 %)の人か神戸で地震か起こると思ってい
なかったと答えており、地窟が起こるかも知れないと考え

ていた人は僅か5.7%であった。年代別に見ても、すべての
年代にわたって、地震が起こると思っていた人は 10%に逹
していなし‘°

■ 設問 2 「地震を想定した訓練への参加経験は」（単一回答）
全体では、訓練への参加経験のある人は7.9%にすぎなかっ
た。男女別では、男性の 10.5%に対して女性6.5%とかなり
男女差かあった。なお、参加経験者の比率が最も高かった

のは、 30歳代の男性 (22.2%)である。

■ 設問 3 「地震発生時どう感じたか」 （単一回答）
「生命の危険を感じた」人が全体の約 3割 (29.4%) にの
ぽっており、 「かなり不安で恐ろしかった」を加えると

56. 5 %と、過半数の人が相当の恐怖に陥れられたことがわ
かる。

■ 設問 4 「地震への備えをしていたか」 （単一回答）
備えをしていた人は約 2割 (19.8%) と少なく、 20歳代で
は9.7%と 1割にも滴たない。

■ 設問 5 「万一のために準備していたもの（こと）は」（複数回答）
地震への備えをしていた人の74. 7％が「懐中電灯」を用意
しており、次いで「ラジオ」 42.8%、 「非常食」 15.7%、
「医薬品」 10.8%、 「飲料水」 10.2%と続いている。
なお、この度の震災で多くの市民が転倒した家具で怪我を

したり、死亡したりしているが、 「家具など倒れないよう

固定」していた人は、わずか 9人で全体の 1.1 %であった。
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■ 設問 6 「準備していたもの（こと）のうち役立ったもの（こと）
は何か」 （複数回答）

「ラジオ」を準備していた人の67. 6％が役に立ったと考え、
比率では最も高くなっており、 「飲料水」 58.8%、 「懐中
電灯」 58.1 %、 「医薬品」、 「棚等の上に重い物を置かな
い」がいずれも 50.0 %で続いている。

■ 設問 7 「近くの避難所を知っていたか」 （単一回答）
全体の 63.0％の人が、近くの避難場所を知っていたと答え
ている。

なお、年代別に見ると、 60~64歳で71.3 %であったものが、
65~ 69歳57.5%、70歳代55.3%、80歳以上53.8%と、高齢
になるにしたがい低くなっている。

■ 設問 8 「地震発生まで眠っていたか」 （単一回答）
約 7割 (71.0%)の人が、地震発生まで眠っていたと答え
ている。

■ 設問 9 「地震発生時どのような行動をとったか」 （単一回答）
「何もできなかった」 32.1 %、 「衣類や布団をかぶった」
26. 4%、 「あわてて外へにげた」 15.0%、そして「ガスの
元栓をしめた」 11.0%と続いている。

■ 設問10「怪我をした家族はいるか」 （単一回答）
全体の約 2割 (20.4%)の人の家族が怪我をしている。

■ 設問11「怪我をした原因は」 （単一回答）
家具等の転倒か原因で怪我をした人が最も多く、怪我の原

因の約半数 (48.5%)を占めている。

■ 設問12「近所で倒壊家屋の下敷きになった者はいるか」（単一回答）
全体の45.6％が、近所で生き埋めになった人がいたと答え
ている。

■ 設問13「救出活動にあたった者はいるか」 （単一回答）
設問 12で「はい」と答えた人の76.5％が救出活動を確認し
ている。

■ 設問14「救出活動にあたったのはだれか」 （複数回答）
設問 13で救出活動にあたった者を確認できたとした人の
6 o. 5％が「近所の者」の活躍を見ている。次いで「家族」
(18.9%）が続いている。
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■ 設問15「近所で火災が発生したか」 （単一回答）
全体の27.6％が、近所で火災が発牛したと答えている。

■ 設問16「消火活動にあたった者はいるか」 （単一回答）
設問12で「はい」と答えた人の30.6％が消火活動を確認し
ている。

■ 設問17「消火活動にあたったのはだれか」 （複数回答）
設問 13で消火活動にあたった者を確認できたとした人の
53. 5％が「近所の者」か消火活動を行っているのを確認し
ており、次に、 「消防隊」 18.3%、 「家族」 5.6%が続いて
しヽる。

■ 設問18「地域の防災訓練に積極的に参加するか」（単一回答）
積極的に参加すると答えた人が全体の約 7割 (68.1%) に
逹している。

特に、 20歳代から 50歳代にかけては参加意識が高く、 30歳
代で84.0 %となっている。
男女の意識差を見ると、女性の参加意識が少し高く、男性

64. 6%に対し女性は69.9%であった。

■ 設問19「だれに地域の防災リーダーになって欲しいか」（複数回答）
「自治会役員」が最も多く、全体の34.8%の人がリーダー
として期待している。次に、 「消防団員」が26.4%で続い
ている。

■ 設問20「地震発生後どのような情報が必要だったか」 （複数回答）
「余震情報」 39.5 %、 「ライフライン」 34.3%、 「安否情
報」 28.6%、 「交通情報」 24.6%、 「火災情報」 23.8%と
続いている。

■ 設問21「こうしておればよかった、これを用意しておけばよかったと思
うもの（こと）は」 （複数回答）

「飲料水」を準備しておけばよかったとする人が16.7 %と
最も多く、次いで、「懐中電灯」 14.4%、「非常食J12. 7%、
「ラジオ」 8.0%と続いている。

（神戸市消防局 提供）
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ー参考一
〈読売新聞スクラップ〉
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災
。
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四
十

六
分
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
(
M
)

7
.
2ぶ
器
の
深
さ
二
十
芸
。

広
玲
型
原
爛
百
個
分
相
当
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
焚
神
戸
市
、
淡
路

島
の
真
下
、
i
'
J

く
浅
い
場
所
で

位
発
“
し
た
。
四
森
と
な
っ

た
長
さ
杓
四
十
司
の
活
断
思

は
、
わ
ず
か
十
秒
の
問
に
破
壊

阪
神
穴
震
災

u
 

さ
れ
、
そ
れ
が
神
戸
市
街
を
東

西
に
バ
ッ
サ
リ
と
断
ち
割
り
阪

神
地
城
全
体
で
五
千
人
の
命
を

葬
っ
た
。
地
四
後
の
観
測
や
即

に
作
ら
れ
た
も
の
だ
。

東
海
地
裳
な
ど
那
溝
か
ら
も

ぐ
り
こ
む
プ
レ
ー
ト
の
反
完
で

起
き
る
池
設
に
く
ら
べ
、
内
陸

の
活
断
肉
言
叩
き
る
地

g
の
再

来
周
期
は
千
年
か
ら
十
万
年
と

お
そ
ろ
し
く
長
い
。
だ
が
、
歴

史
上
、
各
地
の
活
断
店
に
よ
る

地
鑑
で
、
数
万
、
薮
千
の
死
者

が
出
て
い
る
。
洞
井
地
囮
以
来

半
世
紀
、
日
本
で
の
大
坤
四
は

ほ
と
ん
ど
海
で
起
き
、
都
市
は

期
予
知
は
で
き
な
い
」
と
笞
え
は
照
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

る
。
図
在
「
何
日
以
内
に
窃
笙
「
私
は
考
え
を
変
え
ま
し

す
る
」
と
い
う
短
期
予
知
が
で
た
」
。
長
く
関
西
の
地
震
を
監

き
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は
駿
河
視
し
て
き
た
京
都
大
理
学
部
の

酒
を
震
源
と
す
る
東
油
地
誤
」
尾
池
和
夫
教
授
は
言
い
切
っ

だ
け
。
首
都
涸
直
下
型
を
は
じ
た
名
こ
の
際
、
基
礎
研
究
と
切

め
と
し
た
他
の
大
地
謀
の
短
期
り
離
し
て
地
震
庁
を
作
り
、

予
知
は
舞
状
で
は
無
理
だ
。
観
謁
を
し
な
が
ら
天
気
予
袈

と
こ
ろ
が
、
地
霞
学
者
の
問
の
よ
う
に
全
国
各
地
の
地
震

で
は
か
ね
て
か
ら
、
良
。
中
期
予
報
を
知
ら
せ
る
し
か
な
い
」

的
に
み
た
西
日
本
の
地
震
活
動
と
話
す
。

の
活
発
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
確
か
に
、
い
つ
発
生
す
る
か

各
地
で
起
こ
り
う
る
直
下
型

地
即
直
で
r

激
し
い

L
下
動
の

あ
っ
た
こ
と
も
掴
摘
さ
れ
て
い

歪二
十
曰
、
気
整
圧
神
戸
市

と
淡
路
島
の
一
部
な
霰
度
7
」

だ
っ
た
と
充
表
。
「
箪
度
7
」

は
福
井
地
謡
（
死
者
・
行
方
不

明
三
千
八
百
几
十
五
人
）
を
磯

た
ま
た
ま
口
下
型
の
四
撃
を
逃
と
い
う
。
「
意
外
な
所
に
起
き
わ
か
ら
な
い
迪
四
予
親
を
問
か

れ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
た
芝
い
う
声
は
問
か
れ
な
い
。
さ
れ
た
の
で
は
、
パ
ニ
ッ
ク
が

「
こ
れ
ぽ
ど
の
被
害
が
出
る
「
百
年
周
期
で
繰
り
返
す
紀
伊
生
じ
＿
盆
危
捨
か
あ
る
。

の
に
：
予
知
は
で
き
な
い
の
か
半
忌
沖
の
南
海
ト
ラ
フ
（
海
潤
）
し
か
し
、
そ
う
し
た
可
詭
性

？
」
と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
出
沿
い
の
巨
大
地
殴
の
前
後
に
西
が
生
じ
な
い
と
い
う
前
提
条

て
く
る
。
地
匹
予
知
油
蕗
会
の
日
本
の
内
陸
地
震
が
活
充
化
す
件
つ
き
で
、
あ
る
程
度
の
地
霰

茂
木
漬
夫
会
長
は
「
〈
の
と
こ
る
」
「
神
戸
地
域
が
最
近
辿
裟
情
瑕
を
知
っ
て
も
ら
っ
必
要
も

ろ
M
8よ
り
小
さ
い
地
証
の
短
の
起
き
て
な
い
空
白
域
だ
っ
出
て
く
―
や
か
も
知
れ
な
い
。

た
」
な
ど
ー
ー
。
だ
が
、
地
震
「
地
鑓
予
知
も
あ
と
五
十
年

血
後
か
ら
報
道
さ
れ
る
こ
う
し
も
た
て
ぱ
、
か
な
り
の
こ
と
が

た
説
明
に
、
陳
さ
ん
ら
被
災
者
出
来
る
」
と
茂
木
会
長
の
信
念

霞
膚

g

骨
暑
罷
屍
圃

□1置

は
ゆ
る
が
な
い
。

だ
が
、
国
の
中
央
防
災
会
議

は
首
都
四
四
下
型
地
盛
を
警
告

し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
励

度
を
持
つ
活
断
麿
が
全
国
で
約

二
千
本
確
認
さ
れ
て
お
災
活

断
層
の
な
い
都
追
府
瞑
は
な

い
。
ど
こ
で
、
い
つ
起
き
る
か

わ
か
ら
な
い
次
の
「
発
作
」
に

ど
う
備
え
た
ら
い
い
の
か
。

神
戸
市
の
防
災
計
画
は
「
震

度
5
」
の
地
裟
し
が
想
走
し
て

い
な
か
っ
た
。
今
回
の
盆
災
を

機
に
、
全
国
の
自
治
体
が
一
斉

に
防
災
計
画
の
見
直
し
に
動
き

始
め
て
い
る
。
防
災
行
政
シ
ン

ク
タ
ン
ク
•
ま
ち
づ
く
り
計
画

研
究
所
の
渡
辺
実
代
表
は
「
地

震
学
者
の
間
で
定
説
と
な
っ
て

い
る
よ
う
な
研
究
成
果
で
も
地

震
に
強
い
都
市
づ
く
り
に
は
菫

要
な
判
断
材
料
と
な
る
」
と
情

或
の
公
間
を
埠
言
し
て
い
る
。

（
震
災
即
材
班
）
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置
111
年
破
・
神
戸
市
長
が
、

東
陣
区
の
臼
宅
か
ら
市
幹
部
の

甲
に
同
乗
し
て
由
扱
所
に
判
い

た
の
は
、
激
謀
か
ら
約
阻
十
五

分
が
過
ぎ
た
十
じ
日
午
罰
六
時

半
前
後
だ
っ
た
。
災
田
時
に
対

（
読
売
炉
間
礼
糾
べ
）

況犬
し
、焦参畏職の也±

 
災被な主の災骰大

□`｀
 

宝
兵
ャ
四
芦
伊
宝
尼
ー

叩
本
部
と
し
て
仙
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
第
i

庁
合
八
罰
の
会

訊
笙
店
机
や
い
す
が
切
れ
て

い
に
。
g
地
で
げ
令
内
は
陪
<J̀‘

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
動
か
な
い
。

取
り
あ
え
ず
一
酌
ロ
ビ
ー
に
本

部
を
開
設
し
た
が
、
筐
富
悶

な
い
状
虚
だ
っ
た
。
「
と
に
か

＜
悧
報
収
出
だ
」

orii段
の
括

示
が
飛
ん
だ
。

別
肌
の
第
一
二
庁
令
に
あ
る
市

訂
防
局
の
管
仰
堡
に
は
、
波
祖

状
況
が
刻
々
と
入
っ
て
い
た

が
、
係
異
は
一
郎
罪
防
窓
と
の

迎
絡
に
追
わ
れ
、
「
対
叩
本
部

に
報
臼
す
委
巫
裕
は
な
か
っ

た
」
（
市
消
防
同
予
防
課
）
。

対
策
本
部
が
会
阻
空
に
移
っ
た

同
八
時
か
ら
、
よ
う
や
く
被
宙

状
況
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
の
兵
叩
開
は
、
衛
星
通

恒
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
防
災

行
政
無
線
が
地
猫
に
よ
る
ト
ラ

プ
ル
で
悶
鹿
し
な
く
な
り
、
市

の
対
叩
本
部
と
迎
絡
が
取
れ
た

の
は
九
時
を
過
ざ
て
い
に
。

地
紺

□後
、
一
時
的
に
せ
よ
、

昔
，
"
"
"
，
 

,

I

 

1

9

`

 

ー＂ 

市
の
対
策
本
部
は
情
殴
か
ら
菰

立
し
た
状
態
に
限
か
れ
た
。
さ

ら
に
、
夕
方
ま
で
に
出
勤
で
き

た
の
は
神
戸
市
職
晨
約
一
万
八

千
人
の
四
割
固
度
、
消
防
同

も
職
口
の
九
割
が
そ
ろ
っ
た

の
は
地
揺
か
ら
五
時
間
後
だ

っ
た
。上川
庄
二
郎
・
市
消
防
局
長

は
「
四
度
5
（
強
諜
）
を
想
定

く
し
か
な
い
。
非
常
時
の
摺
揮

系
抗
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く

こ
と
が
里
類
」
と
国
土
庁
の
平

川
蜀
夫
・
防
災
企
即
映
長
は
臨

調
す
る
。

東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
八
、

九
の
防
災
セ
ン
タ
ー
。
一
九

九
一
年
の
新
庁
舎
オ
ー
プ
ン
以

来
、
指
令
洞
報
室
を
除
い
て
は
、

防
災
待
政
無
糠
を
担
当
す
る
通

02璽

し
に
街
づ
く
り
を
し
て
い
た
神

戸
に
と
っ
て
は
、
あ
り
得
な
い

こ
と
が
起
き
た
」
と
詰
す
。
暉

か
に
、
露
度
が
一
っ
増
せ
ぱ
披

密
は
格
段
に
大
き
く
な
る
。
入

回
が
集
ま
ら
な
け
れ
ば
、
旧
殴

瞑
災
も
救
援
活
動
も
大
幅
に
後

退
す
る
。
「
ど
ん
な
に
大
き
な

災
四
を
想
定
し
て
も
、
そ
れ
を

紐
え
た
災
四
は
起
こ
り
得
る
。

そ
の
場
合
は
、
自
治
体
の
ト
ッ

プ
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
臨
槻
応
変
に
対
応
し
て
い

信
室
や
一
吉
弓
の
大
製
回
面
を

罰
え
た
災
宙
対
策
本
部
室
な
ど

最
新
設
価
が
ま
だ
災
雹
時
に
使

わ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

河
田
忠
昭
，
京
大
地
域
防
災

シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
敦
疫

は
「
ハ
ー
ド
を
穀
価
し
、
組
職

を
作
れ
ば
、
本
悉
で
想
定
通
り

磯
能
す
る
と
忠
っ
た
ら
大
間
違

い
。
中
小
の
災
古
で
も
使
っ
て

実
地
訓
細
し
な
け
れ
は
窓
昧
が

な
い
」
と
指
摘
す
る
。
東
京
に

限
ら
ず
全
国
の
大
部
古
は
災
対

硫
を
日

ろ
べ
き
だ
っ
た
」
（
市
稔
路
扁

鳳
課
）
と
の
皮
省
も
聞
こ
え

る
が
、
次
々
と
予
想
外
の
事
康

に
欝
し
て
対
策
本
部
は
人
が

屑
ず
き
り
き
蒻
い
の
醤

醤
い
た
。

地
四
回
後
に
被
災
地
に
入
っ

た
国
迎
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー
の

腐

欝

呉

都

市

防

翡

邑

は
「
さ
墨
涙
災
腐
瘍
を

見
て
き
た
が
、
大
き
い
と
思
っ

た
メ
キ
シ
コ
市
の
辿
臨
（
一
九

八
五
年
、

M
8
.
1
)
で
も
披

l l l l l l l l1 

J
 

f
 

戸
'
|
リ
ー
日

ー
＂ 

発
生
時
の
人
員
確
保
不
可
欠

本
部
に
限
新
機
器
を
罰
え
て
い

る
が
、
実
際
に
大
災
宙
が
起
き

な
い
と
使
用
し
な
い
。

神
戸
市
の
災
宙
対
策
本
部

は
、
地
謀
発
生
直
後
の
混
乱
が

収
ま
っ
て
か
ら
も
市
民
か
ら
問

い
合
わ
せ
や
吉
情
の
電
話
が
殺

到
し
、
憫
親
収
集
も
ま
ま
な
ら

な
か
っ
た
。
「
市
民
か
ら
の
電

話
を
受
け
る
別
の
部
習
を
設
け

古
は
同
地
的
。
広
い
地
域
で
こ

れ
ほ
ど
甚
大
な
破
~
に
な
っ
た

の
を
見
た
の
は
初
め
て
の
抒

験
」
と
語
る
。

阪
神
大
囮
災
に
よ
っ
て
地
域

防
災
計
画
の
見
瞑
し
が
叫
ぱ
れ

て
い
る
。
関
東
大
腐
災
や
戦
後

も
大
き
な
地
謡
に
選
遇
し
て
い

畠
臼
本
と
西
日
本
で
は
行
政

の
防
災
意
識
に
大
き
な
差
が
あ

っ
た
。
神
戸
市
の
場
合
も
地
域

防
災
計
師
に
一
九
八
六
年
か
ら

地
碑
対
策
編
を
加
え
た
が
、
露

度
5
を
基
準
に
し
て
い
る
の

で
、
死
者
、
ケ
ガ
人
は
想
定
し

て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
市
内

に
ぱ
地
裏
用
の
食
植
雌
祐
は
皆

師
だ
っ
た
。

今
回
の
地
瞑
で
、
曰
本
は
ど

こ
で
も
直
下
型
地
餞
が
起
き
る

危
嘉
あ
る
こ
と
熔
わ
か
っ

た
。
そ
し
て
披
四
を
敗
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
、
発
生
時
の

マ
ン
パ
ワ
ー
が
い
か
に
必
殴
か

が
わ
か
っ
た
。
梶
所
愚
は
「
こ

れ
を
機
に
自
治
体
は
被
困
想
定

を
見
瞑
し
、
想
定
以
上
の
被
円

栴
裔
虚
性
が
あ
る
な
ら
r

行
政
で
対
応
で
き
な
い
部
分
を

公
表
し
て
、
一
部
を
民
間
に
分

坦
し
て
も
｝
〇
つ
べ
き
だ
」
と
災

四
時
の
役
割
の
明
確
化
を
捉
言

し
て
い
る
。

（
霰
災
取
材
班
）
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十
七
日
、
地
辺
当
口
の
Hill
た

。

闘

か

ら

夷

話

が

入

り

、

「

相

畠
、
国
上
庁
、
自
P
J
隊
な
ど
一
方
、
破
災
地
に
近
い
砂
上
当
広
範
皿
に
披
山
が
あ
っ
た
よ
派
辿
旺
間
は
同
卜
時
に
ず
れ
込
首
相
は
午
後
零
時
六
分
、
政
る
が
、
緊
急
時
は
当
四
職
旦
が

腐
の
動
き
を
整
刑
し
て
み
る
自
衛
隊
中
部
方
欝
（
岳
訊
う
だ
」
と
胃
さ
れ
た
。
首
相
ん
だ
。
同
連
隊
二
百
十
五
人
が
府
・
与
奨
連
絡
会
詔
の
席
で
五
近
く
の
自
衛
隊
部
隊
に
連
紹
す

哀
の
よ
う
に
な
る
9

f

J

t
闊
）
で
は
、
午
朝
ハ
時
ー
ニ
は
予
定
を
一
時
間
近
く
甲
め
、
神
戸
入
り
し
、
救
助
活
動
を
開
士
腿
広
三
腐
醤
か
ら
「
死
れ
ば
、
手
続
き
上
は
盟
醤

篇
翡
四
士
ハ
分
、
阪
神
十
分
に
非
腐
闘
が
か
っ
同
八
問
王
ハ
分
、
隣
槌
す
る
始
し
た
の
が
午
後
一
防
十
分
。
者
百
岱
人
」
と
の
開
を
受
請
し
た
こ
と
に
な
秀
喜
が

大
四
災
発
生
丘
111闊
は
同
竺
伺
じ
時
卜
四
分
に
同
灯
而
酋
祖
臼
邸
に
入
っ
た
。
首
相
は
発
化
か
ら
杓
じ
時
岡
半
後
だ
っ
け
、
「
エ
ー
ツ
」
と
大
声
を
出
通
じ
な
が
っ
た
と
い
う
田
憐
は

六
時
過
ぎ
、
首
相
公
邸
で
起
き
航
空
隊
へ
吐
一
機
、
同
八
時
卜
罰
闊
で
も
テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
た
。
し
、
｛
藷
途
中
、
「
二
百
一
＿
＿
人
」
あ
っ
て
も
、
今
回
そ
う
し
た
動

抜
け
に
児
た
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
一
分
に
は
栂
上
自
衛
隊
如
畠
教
放
し
で
、
培
え
続
け
る
死
喜
奮
で
は
午
前
十
時
四
分
の
と
訂
正
が
入
る
と
、
事
態
の
深
き
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

ス
で
地
設
を
知
っ
た
。
門
ち
に
百
開
＇
町
の
ヘ
リ
も
餌
察
の
た
氣
に
し
て
い
た
。
問
議
で
、
非
常
災
宙
対
策
本
部
刻
さ
に
口
も
利
け
ず
、
真
っ
百
し
か
し
、
自
商
隊
出
動
の
遥

〗
爪
〗
[
[
要
嘩
な
畠
墜
雨
ヵ
ギ
虹
〗
〗

の
取
り
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た

自

治

体

と

共

同

訓

練

な

く

い

闘

い

が

と

の

見

方

が

一

っ
た
。
外
部
委
託
を
受
け
て
い

盃
詞
会
社
唸
狛
四
日
が
規
定

に
沿
っ
て
、
自
動
的
に
ポ
ケ
ぺ

ル
で
国
土
斤
幹
部
屋
翡
招
め
、
神
戸
市
や
淡
誓
の
上
空
現
地
で
は
同
八
時
四
十
分
、
（
本
部
長
、
小
沢
認
国
土
庁
長
に
な
た
と
い
う
。
喧
用
面
も
一
部
含
ま
れ
る
が

集
し
、
一
番
早
い
防
災
同
晦
口
を
飛
び
、
畠
速
迫
路
の
倒
域
や
第
三
師
印
第
三
士
ハ
普
通
科
浬
官
）
が
設
四
さ
れ
、
同
日
午
後
こ
う
し
た
励
き
か
ら
、
危
機
設
師
面
で
は
首
相
宜
邸
や
国
土

の
到
租
は
同
六
時
四
青
分
。
闊
旭
の
火
事
を
自
で
見
て
い
隊
（
伊
丹
市
）
の
迎
紹
要
因
が
に
小
沢
長
官
を
現
皿
へ
派
逍
管
迎
の
チ
ェ
ッ
ク
・
ポ
イ
ン
ト
庁
へ
の
情
親
の
遅
さ
を
ど
う
カ

し
か
し
、
璽
庁
に
緊
急
時
は
る
。
硝
報
は
同
方
面
約
器
部
な
西
宮
芦
墨
両
市
に
派
迫
要
請
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
た
。
し
が
幾
つ
か
浮
か
び
上
誓
。
バ
ー
す
る
か
も
型
要
だ
。
畠

警
察
庁
な
ど
か
ら
個
袈
が
刻
ど
に
報
止
＝
さ
れ
た
巧
慶
に
を
促
し
た
が
、
反
応
は
鈍
か
っ
か
し
二
首
相
は
午
前
十
一
時
四
ま
ず
造
用
面
で
は
f

巧
政
測
の
電
話
が
洒
じ
な
い
事
態
に
備

々
と
入
ら
ず
、
防
災
包
闘
篇
官
邸
に
伝
え
ら
れ
る
仕
た
と
い
う
。
分
、
予
定
通
り
「
二
十
一
世
紀
の
自
衛
隊
活
用
の
問
題
が
あ
え
て
無
碧
や
衛
星
通
信
を
活
用

睾
レ
ピ
の
傾
親
を
，
臼
膵
み
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
兵
印
県
知
事
の
陸
鼠
里
特
地
球
四
境
讐
話
会
」
に
出
席
し
る
。
息
怪
』
で
は
、
知
鸞
の
し
て
、
「
近
い
将
来
は
自
衛
隊

届
き
出
す
の
が
柄
一
杯
だ
っ
麿
時
三
十
分
、
首
相
に
酪
科
迫
隊
（
姫
路
市
）
へ
の
災
宙
た
。
要
謂
で
自
衛
隊
が
災
害
出
動
す
ヘ
リ
が
カ
メ
ラ
を
祖
み
、
首
相

皐

[ 

□3國

自衛隊法第83条
①都道府阻知事その他政
令で定める者は、天災地変
その他の災害に際して、人
命又は財産の保誨のため必
要があると認める場合に
は、部隊等の派遺を長官又
はその詣定する者に要請す
ることができる。
② （防衛庁）良官又はそ
の指定する者は、前項の要
請があり、事繰やむを得な
いと認める場合には、部隊
等を数援のため派遣するこ
とかできろ。ただし、天災
地変その他の災害に際し、
その事態に照らし特に緊急
を要し、前項の要請を待つ
いとまがないと認められぞ
ときは、同項の要請を待た
ないで、部隊等を派追する
ことができる。
(3）庁舎、営舎その他の防
衛庁の施設又はこれらの近
傍に火災その他の災轡が発
生した場合においては、部
隊等の長は、部隊等を派滋
することができる。
④笛一項の要繭の手続
は、政令で定める。

官
邸
や
池
元
自
治
体
が
映
惚
を

モ
ニ
タ
ー
で
き
れ
ば
い
い
」
と

の
意
見
も
あ
る
。

し
か
し
、
大
掛
が
り
な
設
備

四
入
は
政
策
の
傷
先
順
位
、
福

瞑
集
中
の
問
題
と
の
関
係
も
あ

り
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
ど

こ
ま
で
充
実
さ
せ
る
の
か
。
今

後
の
対
策
は
短
期
的
に
は
覆

興
、
中
長
期
的
に
は
危
機
篇
理

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
曰
本

の
喜
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

（
震
災
即
材
班
）
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「
こ
れ
以
上
は
ム
リ
。
重
機

が
な
け
れ
ば
、
手
も
足
も
出
ま

せ
ん
」十八
日
午
後
、
神
い
市
灘
に

の
パ
チ
ン
コ
店
倒
叩
現
場
。
東

京
消
防
庁
派
迪
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

の
贄
巾
筏
昭
消
防
司
令
は
悩
ん

笙
、
店
の
関
係
括
に
切
り
出

し
た
。
近
く
の
住
因
か
ら
も
救

助
四
聞
が
来
て
い
否
当
て
!
l
j

な
い
努
力
を
続
け
る
か
、
可
熊

性
の
夜
方
に
移
る
か
：
‘
．．
 
,
0
 

必
っ
て
い
る
時
間
は
な
か
っ

た。
到
閃
し
た
倒
壊
民
家
か
ら

は
、
う
め
き
声
が
漏
れ
る
。
一

瞬
、
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
る
べ

き
か
戸
訊
っ
た
。
耐
火
造
り
の

民
家
の
一
陪
が
完
全
に
破
域
さ

れ
、
一
面
が
そ
の
上
に
ド
ス
ン

と
落
ち
て
い
た
3

見
た
こ
と
が

な
い
壊
れ
方
だ
。

意
を
快
し
、
が
す
か
な
う
め

き
声
を
頼
め
に
、
救
助
用
カ
ッ
い
る
。

タ
ー
な
ど
七
つ
遁
貝
を
駆
使
。
ま
ず
、
堕
機
不
足
。
ピ
ル
倒

慎

mに
が
れ
き
を
掘
り
辿
ん
姻
や
士
砂
崩
れ
の
現
埠
で
は
、

た
。
冷
や
汗
も
の
だ
っ
た
が
、
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
の
咀
殿

お
年
寄
り
の
女
性
を
助
け
出
す
が
威
力
を
発
揮
す
る
。
し
か
し
、

こ
と
に
成
功
し
た
。
す
ぐ
に
は
瞑
場
に
渾
べ
な
い
。

六
日
間
の
救
助
活
即
で
、
贄
災
密
時
に

m＿
槻
と
摸
作
者
が
集

篇に 04璽

策
諫
管
理
官
も
、
「
マ
ン
パ
ワ
い
く
。
し
か
し
、
す
さ
ま
じ
い

ー
だ
け
で
は
、
ど
う
に
も
な
ら
自
然
災
宙
の
現
場
で
ふ
だ
ん
の

な
い
部
分
が
あ
歪
機
材
を
満
経
験
が
ど
こ
ま
で
役
立
っ
た
が

載
し
た
レ
ス
キ
ュ
ー
車
や
、
里
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

磯
も
渾
べ
る
ぐ
も
い
の
、
大
型
効
率
的
な
人
曰
の
投
入
も
、

ヘ
l
J
や
航
空
磯
の
活
用
が
必
要
再
考
す
べ
き
点
だ
。
救
助
は
ス

だ
っ
た
」
と
語
る
。
ピ
ー
ド
が
命
°
渋
滞
な
ど
で
レ

人
材
育
成
の
大
切
さ
も
浮
き
ス
キ
ュ
ー
隊
の
閲
地
到
着
が
遥

彫
り
に
な
っ
た
。
人
命
に
か
か
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
生
存
の
可

わ
る
難
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
た
能
迂
が
滅
っ
て
ゆ
く
。
事
実
、

時
、
冷
静
な
対
応
が
で
き
る
司
全
国
の
消
防
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

喜
を
、
ど
う
育
て
て
い
く
か
。
が
、
二
十
八
日
ま
で
に
神
戸
市

ま
戻
余
霜
が
続
く
な
か
で
の
内
で
救
助
し
た
被
災
者
雪
百

活
動
は
、
世
に
二
次
災
鷹
恐
五
十
四
人
の
喜
、
生
存
者
は

れ
が
あ
る
。
司
令
言
の
判
断
力
三
百
＿
―
-
十
五
人
だ
。
「
A
工
衛

バ
ラ
ン
ス
を

被
災
地
陸
の
孤
島
と
化
し

田
隊
が
救
出
し
た
の
は
十
三
ま
る
よ
う
、
建
設
業
界
と
協
定
が
、
生
死
を
分
け
る
場
面
も
考
里
で
被
害
の
状
況
を
把
握
し

人
。
唯
一
の
生
存
者
が
、
こ
の
を
結
ぶ
東
京
都
の
よ
う
な
自
治
え
ら
れ
る
。
て
、
指
示
が
出
せ
る
よ
う
に
す

お
ば
あ
さ
ん
だ
っ
勾
後
日
、
ほ
体
も
あ
る
が
、
業
者
に
被
宙
が
悲
定
し
な
い
壊
れ
方
に
、
ど
べ
き
だ
」
（
田
谷
管
理
官
）
。

か
の
隊
が
パ
チ
ン
コ
店
か
ら
三
出
な
い
と
は
限
ら
な
い
。
ど
れ
う
対
応
す
る
の
か
も
諌
睦
。
レ
現
場
が
ら
は
、
こ
ん
な
要
望
も

遺
体
を
発
見
し
た
と
問
い
た
。
だ
け
の
ヒ
ト
、
モ
ノ
が
集
ま
る
ス
キ
ュ
ー
隊
は
、
瞑
実
の
労
災
出
て
い
る
。

苔
田
司
令
の
こ
の
体
験
に
か
は
未
知
薮
だ
。
事
故
や
、
ビ
ル
の
解
体
促
覇
救
助
活
動
を
支
え
る
体
制
は

は
、
救
助
現
場
で
明
ら
か
に
な
齊
視
庁
派
遺
部
隊
で
陣
頭
柄
場
で
の
練
習
な
ど
を
通
じ
、
薙
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

っ
た
様
々
な
課
題
が
詰
ま
っ
て
揮
を
執
っ
た
田
谷
進
・
災
四
対
物
か
ら
の
救
助
を
身
に
つ
け
て
地
饂
直
後
に
暁
地
に
入
っ
た

東
京
都
立
大
都
市
研
究
所
の
望

月
利
男
敦
授
（
都
市
防
災
）
は
、

当
日
の
被
災
地
が
、
だ
ん
だ
ん

「
陸
の
孤
島
」
化
し
た
の
を
実

感
し
た
。
地
元
行
政
の
対
応
が

淫
れ
、
外
部
の
救
援
部
隊
が
渋

滞
に
は
ま
り
、
機
能
不
全
を
き

た
し
て
い
っ
た
。

実
際
、
せ
っ
が
く
救
助
し
て

も
救
急
甲
が
来
な
が
っ
た
り
、

病
院
に
渾
ん
で
も
、
水
不
定
な

ど
で
十
分
な
治
叙
が
で
き
な
か

っ
た
翌
、
現
場
の
漉
乱
は
、

な
か
な
か
収
ま
ら
な
か
っ
た
と

い
う
。望月
敦
授
は
、
「
国
分
と
家

族
の
身
を
守
る
の
は
、
自
分
だ

)＇，ム

2
?
5
5
5
¥
’

．
．
．
．
．
．
．
 

ベ

り

調

誓
l
3
2
↓
2

喜
心
之
●
J
.. ？1

所

東
し
氾
引
⑳
祁
臣
日
⑩
究

，

研

し

袈
惰

き

な

鱈
〗
誓
砕

策
．
の
く
の
の
下
し
大

麗
の
水
へ
の
も
萄

固
薬
水
と
暉
所
回

の
雲
用
食
訓
場
に
年

貝
急
火
常
災
難
く
、

93

対

家
救
消
非
防
迪
と
（

東
京
、
大
阪
在
住
者
が
取

っ
て
い
る
地
震
へ
の
靡
え

と
い
う
の
は
不
変
」
と
し
な
が

ら
豆
都
市
四
下
型
地
鰈
で
は
、

被
災
地
内
で
す
べ
て
を
処
理
し

ょ
う
↑
し
て
も
r

無
理
な
話
。

近
隣
自
治
体
間
で
、
広
域
的
な

讐
応
援
紐
悶
急
繋

い
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
仔
令
救
援

ヘ
リ
な
ど

r
も
っ
と
空
の
活
用

も
考
え
る
べ
き
だ
」
と
担
摘
す

-
0
0
 倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
助
は
、

一
時
的
に
パ
ラ
ン
ス
が
丘
茫

状
態
の
が
れ
き
の
山
か
ら
、
柱

や
壁
、
は
り
の
残
が
い
な
ど
を

引
き
抜
き
、
名
い
を
掘
っ
て

ゆ
く
危
険
な
猛
。
レ
ス
キ
ュ

喜
、
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
な
ど

で
バ
ラ
ン
ス
を
保
た
せ
r

被
災

者
に
近
付
い
て
ゆ
く
。
救
援
体

制
に
求
め
ら
れ
る
の
も
、
全
体

の
パ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
視
点
か

も
し
れ
な
い
。
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兵
虚
集
内
の
病
院
の
主
な
被

害
状
況
（
瞑
医
師
会
調
べ
）

，塁区 直
88-21-l-5-3-15

軽
被 五

皓
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
入

院
忠
者
四
卜
八
人
が
閉
じ
込
め

ら
れ
た
神
戸
市
長
田
区
の
市
立

西
市
民
病
院
。
地
裳
直
後
の
十

七

□午
前
、
五
幽
で
懸
命
の
救

出
作
業
が
続
け
ら
れ
る
中
、
一

階
は
次
々
と
遁
び
込
ま
わ
る
け

が
人
で
こ
っ
た
返
し
た
。

地
匹
直
後
に
停
電
す
る
な

と
、
重
儲
悪
者
の
手
術
ぱ
不
可

能
。
匹
師
ら
は
診
察
室
の
窓
際

で
簡
単
な
応
急
処
霞
を
す
る
の

が
柄
一
杯
だ
っ
た
。
午
後
に
は

医
薬
品
の
不
足
で
そ
れ
す
ら
も

難
し
く
な
っ
た
。
待
だ
さ
れ
た

ま
ま
の
け
が
人
か
ら
は
「
来
て

も
無
駄
な
ら
、
そ
れ
を
是
初
か

ら
分
か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
一
と
怒
り
の
声
が
上
が
っ
た
。

病
院
側
も
、
ど
こ
が
受
け
入

れ
可
能
な
の
か
と
い
う
竹
袈
が

附
ら
れ
ず
、
近
く
の
病
院
に
片

っ
端
か
ら
電
話
を
か
げ
て
r

転

院
を
お
願
い
す
る
し
か
な
か
っ

た。
こ
れ
は
西
市
民
病
院
だ
け
の

出
来
事
で
は
な
い
。
被
杏
を
最

小
瞑
に
食
い
止
め
る
た
め
に
梧

め
て
電
要
な
初
瑚
救
急
医
療
の

段
階
で
、
神
戸
市
内
の
病
院
は

何
袈
か
途
絶
え
、
交
通
網
は
寸

断
さ
れ
て
孤
立
し
、
現
場
の
医

祭
ス
タ
ッ
フ
の
献
身
的
な
働
き

に
も
か
が
わ
ら
ず
、
徒
労
感
ぱ

か
り
か
雰
る
結
果
と
な
っ
た
。

同
病
院
の
松
村
雨
右
副
院
長

は
「
病
院
が
つ
ぶ
れ
ろ
事
態
な

ど
全
く
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
。
外
部
と
の
速
路
は
も
ち
ろ

ん
、
内
部
の
浬
路
も
ま
ま
な
ら

定
っ
ふ
れ
た
五
階
の
状
翫
を

讐
た
め
、
私
自
身
ガ
レ
キ
を

誓
分
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
覧
無
線
や
せ

め
て
携
帯
無
線
で
も
あ
れ
ぱ
・
・

4
 .

.

 

」
と
当
時
を
振
り
返
歪

こ
う
し
た
大
災
害
時
に
お
け

る
救
急
医
療
の
体
制
づ
く
り
の

必
要
性
は
、
国
土
庁
の
「
露
災

時
応
急
医
療
等
懇
談
会
」
（
座

長
1
1
大
塚
敏
文
・
日
本
医
科
大

理
事
長
）
が
一
九
九
二
年
に
提

言
し
、
厚
生
省
も
昨
年
度
か
ら

―
二
か
年
で
「
集
団
災
害
時
に
お

け
る
救
急
医
療
・
救
急
搬
送
体

制
の
あ
り
方
に
関
す
ろ
研
究
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、
国

内
で
よ
う
や
く
注
目
さ
れ
る
よ

ラ
に
な
っ
た
分
野
だ
。

匡
生
省
研
究
班
の
班
長
を
紹

め
る
日
本
医
科
大
の
山
本
慄
博

教
授
（
救
急
医
学
）
は
、
「
災

害
時
に
お
け
ろ
病
院
や
自
浩
体

問
の
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
＾ 

、）

仁5置l

場
合
は
、
そ
の
支
持
病
院
が
手

術
キ
ッ
ト
な
ど
を
搬
送
し
て
く

る
シ
ス
テ
ム
が
出
来
て
い
る
と

い
う
。
医
師
が
勤
窮
病
院
に
た

ど
り
費
け
な
い
埠
合
は
、
近
く

の
病
院
で
活
動
す
る
こ
と
も
可

能
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
災
害
時
に
必
ず
問
題
に

な
る
の
が
、
情
蛮
管
理
品
累

系
統
の
あ
わ
月
だ
。

兵
叩
瞑
で
は
、
漿
救
急
医
療

鷹
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
翌

録
病
院
や
消
防
が
追
携
し
て
患

祠
袈
の
一
元
化
と
一
般
に
ぱ
が
七
0
年
代
に
確
立
さ
れ
て

言
う
が
、
瞑
の
災
害
対
策
本
部
い
る
。

に
情
較
を
集
め
る
の
郊
果
た
し
さ
ら
に
跨
察
は
救
出
作
業
を

て
よ
か
っ
た
の
が
。
一
刻
を
争
優
先
し
た
た
め
交
通
規
制
に
ま

2
翌
忍
医
寮
の
埠
台
、
聰
為
に
で
手
が
回
盆
叉
被
災
地
は
大

近
い
場
所
で
地
域
医
痰
に
詳
し
渋
滞
を
き
た
し
た
。
こ
の
た
め

い
人
を
司
令
塔
に
し
て
活
動
さ
自
治
省
消
防
庁
で
は
切
日
に
ヘ

せ
る
な
ど
、
あ
る
固
度
偲
苺
の
リ
コ
プ
タ
ー
十
六
機
を
手
配
し

分
散
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
か
た
が
、
現
場
の
医
疾
関
係
者
は

も
し
れ
な
い
」
と
、
実
態
に
合
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
要
請
の

っ
た
災
害
医
痘
体
制
の
早
急
な
仕
方
も
分
か
ら
ず
、
ャ
分
生
か

見
直
し
を
約
束
す
る
。
し
き
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
救
怠
無
線
の
周
波
薮

元
化
逆
に
混
乱
も

作
り
が
早
急
に
必
要
だ
。
南
関
者
の
搬
送
を
哲
つ
シ
ヌ
テ
ム
が
は
各
自
治
体
ご
と
で
違
っ
て
い

東
地
域
で
は
比
較
的
進
ん
で
い
あ
る
。
し
か
し
連
絡
は
電
話
で
一
定
だ
曼
隣
眼
な
ど
か
ら
応
援

る
が
、
全
国
的
に
み
れ
ば
ま
だ
行
っ
て
い
る
た
め
地
震
直
後
に
に
駆
け
付
け
た
救
急
隊
願
は
搬

ま
だ
遅
れ
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
回
緯
不
通
と
な
夏
漿
庁
を
基
送
先
を
求
め
て
直
接
病
院
に
丙

ル
を
作
る
だ
け
で
は
た
め
で
、
点
と
す
る
衛
里
通
信
シ
ス
テ
ム
っ
た
り
、
消
防
本
部
に
戻
ら
な

医
薬
品
を
備
蓄
し
、
訓
鈍
を
饗
も
壊
れ
て
投
に
立
た
な
か
っ
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
米
国

り

返

さ

な

け

れ

は

」

と

指

摘

す

た

。

で

は

、

警

察

、

硝

防

、

医

療

チ

る

。

厚

生

省

も

今

回

の

情

報

の

混

ー

ム

な

ど

が

共

通

の

無

練

周

米
国
で
は
芦
治
体
の
國
辺
に
乱
ぶ
り
に
は
シ
ョ
ッ
ク
を
蹄
し
波
を
使
っ
て
、
一
人
の
司
令
官

基
竺
病
院
と
―
ゲ
の
支
持
病
院
を
き
れ
な
い
。
健
衷
政
箕
焉
指
導
に
従
っ
て
活
動
す
る
と
い
う

配
睾
し
、
あ
一
拿
匹
悶
壊
れ
た
課
の
山
本
光
昭
課
長
碑
佐
ば
統
合
型
災
書
対
策
シ
ス
テ
ム

こ
う
し
た
問
題
は
以
前
か

ゑ
畠
さ
れ
て
き
た
だ
け
に
、

山
本
教
授
は
悔
し
そ
う
に
言

う
。
「
奥
尻
や
三
陸
は
る
か
沖

地
震
に
お
け
る
災
宮
医
際
の

問
題
点
を
指
摘
し
た
瑕
告
密

は
い
く
ら
で
も
あ
ろ
。
だ
が
そ

れ
を
統
一
し
て
生
か
す
シ
ス
テ

ム
が
残
念
な
が
ら
こ
こ
に
も
な

い
。
今
度
こ
そ
生
か
さ
な
け
れ

ば」

（
雲
災
即
材
班
）
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「
住
友
の
阻
丹
が
や
ら
れ
十
一
か
所
の
最
緯
組
み
立
て
エ

た
」
。
住
友
屯
気
工
業
の
伊
丹
場
の
生
産
ラ
、
イ
ン
を
止
め
た
。

製
作
所
か
被
害
を
受
け
た
と
聞
今
回
の
地
四
で
は
、
噸
接
の

く
と
、
そ
れ
ま
で
雲
災
を
池
人
被
害
が
な
か
っ
た
会
吐
も
含
め

事
と
思
っ
て
い
た
自
動
車
メ
ー
メ
ー
カ
ー
五
社
が
摂
業
を
一
時

カ
ー
の
生
産
担
当
者
ら
が
顔
色
停
仕
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

を

変

え

た

。

必

宴

な

時

に

必

要

な

眠

の

部

品

伊
丹
製
作
所
は
、
ト
ヨ
タ
自
だ
け
を
工
場
に
訥
入
さ
せ
る

勤
卓
を
は
じ
め
、
三
菱
巨
動
車
「
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
」

工
業
、
マ
ツ
ダ
な
ど
国
内
の
ぽ
（
か
ん
ぱ
ん
方
式
）
の
生
産
が

と
ん
ど
の
メ
ー
カ
ー
に
プ
レ
ー
褒
目
に
出
た
形
だ
。
無
駄
な
在

キ
を
洪
給
し
て
い
る
。
車
種
ご
四
を
な
く
し
、
生
産
性
を
高
め

と
に
仕
様
が
異
な
る
プ
レ
ー
キ
る
こ
の
方
式
は
、
日
本
の
自
動

は
代
替
が
き
か
な
い
う
え
、
各
甲
産
業
の
強
さ
の
源
宗
だ
が
、

社
と
も
一
日
分
坦
度
の
伍
庫
し
緊
怠
事
態
に
暉
え
た
ゆ
と
り
ぱ

か
持
っ
て
い
な
い
。
地
震
発
生
な
い
。

か
ら
―
―
百
目
の
十
九
日
夜
、
卜
「
商
品
を
切
ら
す
な
」
。
ダ

ヨ
タ
は
部
品
会
社
の
被
災
と
道
イ
エ
ー
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
シ
ス

路
網
の
寸
断
で
部
品
の
納
入
が
テ
ム
ズ
の
関
口
孝
専
諮
は
池
四

難
し
く
な
っ
た
と
し
て
、
全
国
直
後
か
ら
、
被
災
地
の
店
鵠
へ

の
商
品
搬
入
の
掴
揮
に
没
頭
し

匁
兵
庫
虞
南
部
の
被
災
地
域

に
は
二
百
七
十
二
店
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
「
ロ
ー
ソ
ン
」

を
諜
醐
し
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

は
、
レ
ジ
で
読
み
取
っ
た
商
品

の
売
り
上
げ
状
況
を
本
社
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
集
計
し
、
弁

当
類
な
ら
毎
旦
一
＿
回
、
加
工
食

品
な
ら
一
日
一
回
、
配
送
主
が

巡
回
し
て
商
品
を
補
充
す
る
。 □611 

こ
う
し
た
多
頸
度
小
口
配
送
に

よ
っ
て
売
れ
残

gゲ
」
防
ぐ
が
、

そ
の
分
辛
店
内
に
在
暉
は
な
い
。

同
社
は
ト
ラ
ッ
タ
百
五
十
台
を

動
設
し
、
十
七
日
中
に
岡
山
や

墾
京
方
面
か
ら
飲
料
水
十
二
万

ケ
ー
ス
、
お
に
ぎ
り
三
万
個
な

ど
を
破
災
地
で
営
業
可
能
な
店

に
搬
入
し
た
が
、
被
災
者
が
設

到
、
棚
の
鹿
品
は
あ
っ
と
い
う

問
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。

□本
経
緊
の
神
経
と
も
い
え

塙
翠
通
信
シ
ス
テ
ム
の
廊

弱
さ
も
自
立
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ

た
っ
て
も
依
然
、
匿
旧
で
き
な

い
店
舗
が
五
十
店
舗
ぽ
ど
あ

る
。
金
融
シ
ス
テ
ム
の
復
旧
が

遅
れ
れ
ば
、
信
用
下
安
さ
え
招

き
か
ね
な
い
。

さ
ら
に
、
東
京
本
社
と
現
坦

の
通
信
が
途
絶
し
、
あ
わ
て
た

企
業
も
多
い
。
神
戸
製
錮
所
や

-
＝
＿
菱
坦
工
業
な
ど
は
、
披
災
地

に
住
む
多
数
の
従
業
員
の
安
否

の
確
認
に
す
ら
手
問
取
っ
た
。

「
ふ
だ
ん
の
五
十
倍
の
通
話
閂

は
想
定
の
範
囲
外
。
災
古
時
の

通
信
対
策
を
白
紙
か
ら
考
え
頭

も
ろ

ト
ロ
ニ
ク
ス
を
駆
使
し
た
金
融
ら
は
「
B
本
の
語
る
ジ
ャ
ス
ト

シ
ス
テ
ム
・
，
．．． 
o
今
回
の
大
震
．
イ
ン
・
タ
イ
ム
は
変
わ
る
か

災
で
は
、
栢
巧
に
築
き
上
げ
ら
も
し
れ
な
い
」
（
マ
イ
ケ
ル
＊
ヤ

れ
た
日
本
型
経
済
シ
ス
テ
ム
の
ン
グ
来
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
敦

も
ろ
嘉
露
甫
し
た
°
授
）
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

富
土
総
合
研
究
所
の
高
木
勝
生
産
拠
点
の
分
散
孟
閉

研
究
主
幹
は
「
地
震
や
台
隅
な
ー
ト
の
複
練
化
、
非
常
時
に
は

ど
大
災
笞
が
頻
発
す
る
日
本
で
他
の
企
業
に
生
産
を
代
百
し
て

は
非
常
虫
態
を
前
提
に
し
た
径

営
が
欠
か
せ
な
い
。
コ
ス
ト
の

削
減
や
効
率
性
ば
か
り
追
求
し

て
い
て
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に

誓
望
れ
な
く
な
る
」
と
指

摘
す
る
。

企
業
も
危
機
管
理
の
方
策
を

ン
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
さ
な
い
と
い
け
な
い
」
。
日
本
自
動
更
茉
界
で
は
、
「
五
十

ム
が
ダ
ウ
ン
し
、
瞑
金
自
動
預
電
偏
電
話

(
N
T
T
)
の
児
島
年
か
百
年
に
一
度
の
地
露
の
た

け
払
い
機

(
A
T
M
)
が
動
か
仁
社
長
は
率

□に
反
省
す
る
。
め
に
現
在
の
生
産
方
式
を
見
直

ず
に
営
業
を
停
止
し
た
金
融
機
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
す
考
え
は
な
い
」
（
木
村
雄
宗
・

問
は
兵
皿
隈
と
大
阪
府
内
で
四
の
生
産
や
流
通
、
全
国
に
張
り
三
菱
自
エ
副
社
長
）
と
の
声
が

百
五
十
店
を
数
え
た
。
二
週
間
巡
ら
さ
れ
た
物
流
網
、
エ
レ
ク
一
般
的
だ
。
し
か
し
、
痺
外
か

も
ら
う
事
前
院
定
の
締
結
な

ど
、
企
業
が
危
機
管
理
の
方
策

と
し
て
早
急
に
手
を
打
っ
て
お

く
べ
き
こ
と
は
多
い
。
磨
き
あ

げ
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
細
工
の
よ
う

な
日
本
型
経
営
に
は
r

有
事
に

酎
え
る
し
な
や
か
さ
が
欠
け
て

い
る
よ
う
だ
。
（
震
災
取
材
班
）
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地
謡
発
生
の
十
七
日
朝
、
松

下
康
雄
・
日
銀
総
裁
ぱ
月
例
の

経
済
関
係
閣
僚
会
議
に
出
席
す

る
た
め
、
い
つ
も
ど
お
り
自
宅

か
ら
迎
え
の
市
に
乗
り
込
ん

だ
。
午
前
九
時
一
一
十
分
か
ら
三

喜
問
の
会
議
で
は
地
震
の
話

望
く
に
俎
、
十
時
に
曰
銀

言
届
い
て
か
ら
よ
う
や
く

地震の被害額の試算例

一勧銀総合研究所 8,9兆円

盃闘喜眉爵戸 5兆円
• --- 5兆円

部 8兆円超
- 6-10兆円
所 5-10兆円

サッタス証券
6-8兆円

Pモルガン証券 4.5-6兆円
r 臨 漿 9.5兆円

金
融
パ
ニ
ッ
タ
を
防
ぐ
対
策
を

幹
部
と
協
諜
し
た
と
い
う
。

廃
虚
と
化
し
た
市
街
、
横
倒

し
の
八
イ
ウ
エ
ー
、
宙
づ
り
に

な
っ
た
新
幹
繰
の
緑
路
・
・
9.c

世
界
各
国
の
テ
レ
ビ
に
映
し
出

さ
れ
た
惨
状
は
「
八
イ
テ
ク
日

本
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
き
な

落
差
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ

れ
以
上
に
世
界
を
監
か
せ
た
の

が
日
本
政
府
の
危
機
百
理
能
力

の
無
さ
だ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
B
B
C
（
英
国

放
送
協
会
）
は
、
地
震
か
ら
＝
＝

日
自
に
や
っ
と
瞑
地
入
り
し
た

村
山
首
相
の
対
応
の
遅
さ
を
院

き
を
も
っ
て
伝
え
た
。
ド
イ
ツ

で
は
フ
ラ
シ
ク
フ
ル
タ
ー
・
ア

ル
ゲ
マ
イ
ネ
紙
が
、
曰
本
の
お

粗
末
な
救
援
対
策
は
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
だ
と
報
道
c

「
政
活
家
と

役
人
は
連
日
無
能
ぶ
り
を
発

揮
。
生
き
埋
め
に
な
っ
た
人
々

が
息
絶
え
る
ま
で
、
縄
張
り
ギ

義
か
ら
か
、
自
尊
心
ゆ
え
か
、

迫
ら

救
援
の
申
し
出
を
畏
々
と
吟
味

し
て
い
た
」
と
酷
評
し
た
。

「
日
本
の
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス

ク
は
意
外
に
大
き
い
」
。
耐
震

ビ
ル
や
腐
速
適
路
の
安
全
神
話

と
同
時
に
、
旺
済
大
国
日
本
に

対
す
る
信
認
も
音
を
立
て
て
崩

れ
去
っ
た
。
外
国
為
替
市
場
で

は
一
炉
1
1
九
八
円
台
た
っ
た
円

相
場
が
一

0
0円
近
く
に
ま
で

下
落
し
た
。
大
手
証
券
会
社
の

□7.| 
集
計
に
よ
る
と
、
東
京
株
式
市
が
集
中
し
、
世
界
の
金
融
セ
ン
ら
に
、
神
戸
泡
の
損
壊
で
、
日

場
で
の
外
人
投
資
家
の
売
り
株
タ
ー
の
一
桓
で
も
あ
る
首
都
東
本
か
ら
ア
ジ
ア
の
生
産
工
場
へ

数
は
地
震
発
生
後
の
五
日
間
で
京
が
大
地
震
に
襲
わ
れ
た
ら
ど
の
部
品
供
給
や
、
日
本
へ
の
製

―
―
―
徳
二
百
万
株
に
達
し
た
と
い
弓
な
る
の
か
ー
ー
。
品
輸
出
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
な

う

。

衷

海

総

合

研

究

所

の

水

谷

研

ど

、

日

本

の

大

災

害

は

ア

ジ

ア

ロ
イ
ズ
慄
険
市
場
（
保
険
組
治
社
長
は
、
関
東
大
露
災
緑
の
各
国
の
経
済
も
大
き
く
撼
さ
ぶ

合
）
は
「
日
本
の
地
震
リ
ス
ク
大
地
冥
が
再
び
束
京
を
醒
え
っ
て
い
る
。

は
巨
大
な
た
め
、
か
ね
て
か
ら
は
、
日
本
経
済
は
マ
ヒ
し
、
被
今
回
の
謳
災
に
限
っ
て
言
え

地
製
の
再
保
険
は
ぽ
と
ん
ど
引
害
額
は
百
二
十
五
兆
円
に
も
上
ぱ
、
「
経
箔
の
混
乱
は
短
期
的

き
受
け
て
い
な
い
」
と
表
明
し
る
と
試
算
す
る
。
さ
ら
に
、
痘
で
、
被
害
池
域
も
限
定
さ
れ
て

た
。
海
外
の
金
融
・
保
険
市
場
興
の
た
め
に
は
百
九
十
兆
円
の
お
り
、
復
興
需
要
が
日
本
の
景

言『

危
機
管
理
、
国
際
伯
用
を
失
墜

で
は
、
日
本
は
今
後
一
麿
、
リ

ス
ク
の
高
い
国
と
し
て
認
定
さ

れ
そ
う
だ
。

阪
神
大
塞
災
は
、
日
本
の
緊

栄
が
大
地
鑑
の
危
険
と
裏
腹
に

あ
る
こ
と
を
改
め
て
世
界
に
印

象
づ
け
た
。
推
定
の
被
害
金
額

は
日
増
し
に
膨
シ
み
、
五
兆
ー

十
兆
円
に
達
す
る
と
見
ら
れ

る。
で
は
、
政
治
r

径
済
の
機
能

宝
金
が
必
要
に
な
る
た
め
、
「
海

外
に
投
資
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
バ

ン
マ
ネ
ー
が
引
き
あ
げ
ら
れ
、

各
国
で
株
価
が
霙
落
、
金
利
は

上
昇
し
、
世
界
経
済
が
大
混
乱

に
晦
る
」
と
指
摘
す
る
。

現
に
、
一
弓
二
士
＝
日
の
束

京
株
式
市
場
の
全
面
安
は
、
香

港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
な
ど
ア
ジ
ア
の
主

胄
式
市
場
に
波
及
し
た
。
さ

気
回
度
を
助
け
ろ
」
（
来
リ
ー

マ
ン
・
プ
ラ
ザ
ー
ズ
証
券
の
国

際
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
ア
レ
ン
・

サ
イ
ナ
イ
氏
）
と
み
る
専
門
家

が
多
い
°
復
興
を
期
待
し
た
海

外
か
ら
日
本
市
場
へ
の
投
資
も

再
び
活
発
化
し
そ
う
だ
。

関
東
地
方
で
は
、
阪
神
大
震

災
と
同
じ
震
度
？
級
の
「
南
関

東
直
下
型
地
震
」
の
司
詭
性
あ

翌
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
こ

そ
墾
翠
が
世
界
の
経
済
危
機
の

霞
涼
地
に
な
り
か
ね
な
い
q
，今

回
の
地
震
は
、
世
界
が
日
本
の

繁
栄
に
広
存
し
て
い
る
こ
と
を

思
い
起
こ
さ
せ
た
」
（
来
ウ
ォ

ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ

ル
紙
）
と
す
れ
ば
、
災
害
に
弾

い
体
制
を
竪
え
る
こ
と
は
経
済

大
国
の
義
膀
で
も
あ
る
。

育
事
に
即
応
で
き
な
い
政
浩

家
と
非
効
率
な
官
僚
組
織
。
阪

神
大
震
災
で
は
日
本
の
社
会
・

経
済
シ
ス
テ
ム
の
二
つ
の
翠
点

を
世
界
中
に
さ
ら
け
出
し
て
し

ま
っ
た
。
日
本
は
経
済
基
盤
の

国
旧
、
強
化
は
も
ち
ろ
ん
、
信

用
失
墜
の
元
凶
で
あ
る
政
泊
と

喜
晨
の
改
革
も
求
め
ら
れ

て
い
る
。

（
謳
災
取
材
班
）
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地
饂
発
生
か
ら
二
週
間
余
が
学
校
の
教
室
や
体
育
誼
、
市
役

過
ぎ
た
先
旦
―
-
＋
一
日
。
天
皇
、
所
の
ロ
ビ
ー
、
公
園
、
グ
ラ
ウ

璽
后
両
陛
下
が
兵
障
嗅
内
各
地
ン
ド
。
避
難
住
民
は
二
十
五
方

の
被
災
地
を
お
見
舞
い
に
な
六
十
七
人
（
兵
暉
瞑
推
定
、
―
―
―

っ
た
。
被
災
者
の
手
を
握
り
蹄
日
瞑
在
）
に
も
の
ぼ
る
。

め
「
が
ん
ぱ
っ
て
下
さ
い
」
と
各
坦
か
ら
送
ら
れ
る
支
援
物

声
を
か
け
ら
れ
る
皇
后
さ
ま
。
資
の
配
分
は
い
ま
だ
に
ス
ム
ー

バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
時
も
両
手
ズ
と
は
い
え
な
い
。
あ
る
避
難

で
こ
ぶ
し
を
作
り
、
何
度
も
振
所
に
は
パ
ン
が
大
団
に
運
び
込

っ
て
無
言
の
励
ま
し
を
送
ら
ま
れ
、
食
べ
き
れ
ず
に
拮
て
ら

れ
る
。
そ
の
お
姿
に
若
い
主
婦
れ
、
別
の
遥
難
所
で
は
パ
ン
が

も
高
校
生
も
「
生
き
る
勇
気
定
り
な
い
。
火
気
厳
禁
の
学
校

が
沸
い
て
き
ま
し
た
」
「
払
体
育
誼
に
は
使
え
な
い
カ
セ
ッ

た
ち
一
人
一
人
が
が
ん
ば
ら
な
ト
コ
ン
ロ
が
五
十
個
も
積
み
上

く
て
は
」
と
―
―
早
い
、
そ
の
言
葉
げ
ら
れ
、
別
の
避
難
所
で
は
欲

が
、
逆
に
、
出
口
の
見
え
な
い
し
く
て
も
手
に
入
ら
な
い
と
い

間
の
中
で
、
な
ん
と
か
光
を
う
不
思
讃
な
光
景
が
あ
ち
こ
ち

見
よ
う
と
す
る
被
災
住
民
の
で
児
受
け
ら
れ
る
。

心
情
を
表
し
て
い
I0
よ
う
だ
っ
累
大
の
問
題
は
住
宅
だ
。
避

た

。

難

所

の

被

災

住

民

か

ら

は

例

外

兵
甲
県
内
だ
け
で
も
避
難
所
な
く
、
「
早
く
、
仮
設
住
宅
に

は
千
十
八
か
所
°
設
巴
場
所
は
入
り
た
い
」
と
い
う
声
が
問
こ

で
、
約
半
薮
は
今
月
中
旬
に
入

居
で
き
る
見
込
み
。
二
日
の
締

め
切
り
時
点
で
、
申
し
込
み
は

す
で
に
五
方
九
千
四
百
四
十
九

件
も
あ
り
、
既
存
の
一
時
使
用

住
宅
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
る

公
営
、
公
団
住
宅
六
百
八
十
九

一
き
を
加
え
て
も
大
変
な
競
争
率

え
て
く
る
。
唄
は
―
―
―
月
ま
で
に
に
な
っ
て
い
る
。

仮
設
住
宅
三
万
一
U
を
完
成
さ
市
内
の
あ
る
不
動
産
業
者
で

せ
、
県
外
を
含
む
公
営
住
宅
の
は
、
地
震
前
に
約
五
百
件
あ
っ

設
住
宅

空
き
家
三
万
戸
と
合
わ
せ
て
計

六
万
戸
を
確
保
す
る
方
針
だ

が
、
応
雰
件
数
は
す
で
に
九
万

近
い
出
1

複
が
あ
る
に
し
て
も
、

不
足
す
る
の
は
明
ら
か
。

避
難
住
民
の
八
割
強
に
あ
た

る
二
十
万
五
千
人
が
集
中
し
て

い
る
神
戸
市
の
場
合
、
仮
設
住

宅
は
二
十
六
平
方
料
の
2
k

で
、
ト
イ
レ
、
ふ
ろ
付
き
。
一

期
分
と
し
て
二
千
戸
を
建
設
中

l l l', 9 9 9 l l l l, 1 9, lI I', l 

た
手
持
ち
の
空
き
物
件
が
営
業

再
開
か
ら
三
日
後
に
は
、
す
べ

て
契
約
済
み
と
な
っ
た
。
「
す

ぐ
に
カ
ギ
が
ほ
し
い
」
「
リ
フ

ォ
ー
ム
な
ん
か
い
ら
ん
、
即
日

入
思
を
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が
自

立
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
で
も
、
民
問
の
マ
ン
シ

ョ
ン
や
ア
。
ハ
ー
ト
を
匿
り
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
い
い
方
だ
。
ぽ

と
ん
ど
が
法
人
契
約
で
、
地
震

□8111 

発
生
簑
ま
も
な
く
、
大
手
企
業

が
二
百
、
三
百
と
部
臨
を
押
さ

え
た
と
い
う
話
さ
え
あ
否
体

が
不
自
由
で
抽
選
に
行
く
に
も

車
い
す
と
い
っ
た
高
齢
者
世
帯

な
ど
、
結
同
ぱ
丙
い
市
民
ぽ
ど

住
宅
に
困
る
こ
と
に
な
る
。

学
校
に
避
難
し
て
い
る
住
民

の
間
で
「
学
校
が
再
開
さ
れ
る

と
迫
い
出
さ
れ
る
」
と
の
デ
マ

が
広
が
り
、
神
戸
市
が
「
惑
わ

か
。
坦
域
防
災
計
画
で
は
震
度

6
（
烈
震
）
を
想
定
し
た
場
合
、

ビ
ル
や
家
屋
の
全
堕
―
―
万
六
千

三
百
四
士
―
―
輝
半
壊
十
一
万

九
千
七
十
三
棟
と
予
測
。
約
ニ

千
六
百
か
所
の
遥
難
所
で
三
百

三
十
万
人
が
収
容
可
能
と
な

る。
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
は
、
厚

生
省
の
通
達
ど
お
り
、
市
区
町

村
(

J

と
に
全
壊
家
屋
の
三
割
以

早
く

行
政
側
の
見
通
し
立
た
ず

さ
れ
な
い
で
下
さ
い
」
と
張
り
内
を
メ
ド
に
建
設
す
る
こ
と
に

慶
出
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
な
っ
て
い
る
が
、
防
災
計
画
課

だ
が
、
そ
れ
な
ら
、

IE確
な
見
の
担
当
者
は
「
あ
く
ま
で
、
頭

通
し
は
ど
う
な
の
だ
と
い
う
住
で
考
え
た
数
字
。
神
戸
の
大
震

民
の
切
実
な
疑
問
に
対
す
る
明
災
の
教
訓
を
生
が
し
て
全
面
的

確
な
答
え
は
今
の
と
こ
ろ
、
自
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

治
体
か
ら
褐
ら
れ
ず
、
そ
れ
が
、
だ
ろ
う
」
と
い
う
。

い
っ
そ
う
遥
難
所
の
住
民
を
不
今
の
と
こ
ろ
、
住
民
は
避
離

安
に
臨
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
所
で
自
ら
の
ル
ー
ル
を
作
っ
て

首
都
・
東
京
で
同
じ
よ
う
な
“
ミ
ニ
自
塗
デ
を
つ
く
り
、

震
災
が
起
き
た
ら
ど
う
な
る
冷
静
に
迪
難
生
活
を
送
っ
て
い

↓
を
含
に
見
え
る
。
ポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
す
ば
ら
し
い
活
動
も
読

い
て
い
る
。

海
外
の
メ
デ
ィ
ア
が
「
礼
節

を
知
る
日
本
人
」
と
称
賛
す
る

よ
っ
に
、
そ
れ
ぱ
誨
っ
て
い
い

こ
と
だ
が
、
百
政
が
住
民
の
理

性
と
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
厭
身
に

寄
り
か
か
る
の
は
本
末
転
倒
と

い
え

F
っ。

湿
か
い
う
ど
ん
、
み
そ
汁
、

毛
布
、
ふ
ろ
・
・
'
... o
被
災
者

に
必
要
な
も
の
は
多
い
。
だ

が
、
本
当
に
求
め
て
い
る
も

の
は
人
間
と
し
て
の
尊
厳
だ
。

住
民
が
両
陛
下
を
通
じ
て
で

も
行
政
に
伝
え
た
か
っ
た
の

は
、
そ
の
こ
と
で
は
な
が
っ
た

う
つ
か
。

（
震
災
取
材
班
）
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「
相
当
な
被
害
が
：

．．．
 
」。

大
阪
ガ
ス
の
領
木
新
一
郎
社
長

は
、
兵
庫
唄
西
宮
市
の
自
宅
で

激
し
い
揺
れ
に
た
た
き
起
こ
さ

れ
た
。
瞬
実
は
、
そ
ん
な
直
感

を
は
る
か
に
詔
え
て
い
た
c

発
生
当
日
、
神
戸
市
を
中
心

に
八
十
五
方
四
千
戸
の
ガ
ス
を

止
め
た
。
一
九
七
八
年
の
宮
城

県
沖
地
震
で
は
十
五
万
一
戸
。
こ

れ
を
大
き
く
上
回
る
都
市
ガ
ス

史
上
始
ま
っ
て
以
来
の
規
模
だ

こ
e
キー
っ
二
逗
間
で
―
-
＿
万
九
千
二
百
戸

を
復
18さ
せ
る
の
に
、
連
日
八

壬
ー
百
人
を
動
口
し
た
。
工
事

堕
一
人
が
か
り
で
一
日
一
軒
の

忍
ー
ス
。
ガ
ス
復
18の
難
し
さ

を
改
め
て
敦
え
た
。

シ
ス
テ
ム
上
は
近
畿
八
プ
ロ

ヅ
ク
、
五
百
七
十
万
戸
を
、
本

社
か
ら
の
遠
隔
操
作
で
一
瞬
に

停
止
で
き
I

角
今
回
は
地
域
を

絞
り
、
手
動
で
止
め
た
。
も
し

遼
隔
摸
作
し
た
ら
大
プ
ロ
ッ
ク

二
つ
分
、
百
七
十
刀
＿
已
が
止
ま

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

大
阪
・
舞
と
兵
庫
・
姫
路
の

両
製
造
所
か
ら
の
供
給
ル
ー
ト

ラ
イ

っ
て
お
り
、
今
回
の
補
修
歪
霰

に
、
耐
霊
性
に
す
ぐ
れ
た
メ
カ

ニ
カ
ル
継
ぎ
手
へ
の
交
換
を
進

め
て
い
る
。

早
い
と
い
わ
れ
た
電
気
の
復

I¥フ

を
た
ど
り
、
補
修
の
あ
と
、
各

戸
f
)
と
に
係
貝
が
立
ち
会
っ
て

再
開
す
る
。
被
災
地
中
央
の
神

戸
市
東
部
に
逹
す
る
ま
で
に
、

途
方
も
な
い
時
間
が
か
か
る
。

ガ
ス
漏
れ
の
多
く
は
r

家
庭

に
近
い
末
姻
部
で
、
一
九
七
五

年
ご
ろ
ま
で
吸
設
し
て
い
た
ね

じ
込
み
式
の
接
合
部
に
多
か
っ

だ
。
こ
の
ID式
管
は
全
体
の
三

0
食
里
宗
ガ
ス
の
二
侶
も
残

□9 illill 
ズ
タ
。
回
場
で
は
、
傾
い
た
電

住
や
切
れ
た
電
碗
も
利
用
、
「
と

も
か
く
家
庭
に
明
か
り
を

P
r

ま
さ
に
網
渡
り
の
よ
う
な
仮
復

旧
だ
っ
た
。

し
か
も
、
急
い
で
送
電
を
再

開
し
た
こ
と
で
、
切
り
忘
れ
の

電
熱
器
が
火
災
を
起
こ
す
な

ど
、
仮
復
旧
に
伴
う
課
題
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

完
全
復
旧
に
は
約
二
千
三
百

傾
円
か
か
る
と
さ
れ
る
が
、
今

回
の
被
宰
状
況
か
ら
見
て
、
地

ラ
イ
ン

ス
、
水
道
宮
な
ど
を
ま
と
め
て

地
中
に
埋
設
す
る
「
共
同
溝
」

は
地
震
に
強
い
と
い
わ
れ
、
神

戸
、
西
立
、
尼
崎
市
内
の
二
路

線
四
か
所
（
総
延
長
七
・
八
キ
u
)

に
敷
設
さ
れ
て
い
る
地
鑑
後
、

建
設
省
兵
血
国
適
工
事
事
籾
所

の
職
員
が
共
同
溝
の
内
部
に
入

夏
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
四
か

所
と
も
被
害
は
な
が
っ
た
。

西
宮
市
の
阪
神
閥
速
神
戸
繰

の
解
体
作
業
瞑
場
。
も
う
も
う

と
立
ち
の
ぼ
る
土
ぽ
こ
り
の
中

直
し
を

仮
復
旧
後
に
課
題
残
す

旧
に
も
、
課
題
が
残
っ
た
。
上
の
電
柱
方
式
で
本
唆
旧
し
た
で
、
作
業
口
は
「
一
日
に
四
吠

関
西
喝
力
が
停
竜
約
百
万
件
場
合
、
次
の
大
地
霙
に
酎
え
ら
の
水
を
一
回
ま
く
ヽ
だ
け
。
た
ま

す
べ
て
に
供
給
を
再
開
し
た
の
れ
る
保
証
は
な
い
。
り
ま
せ
ん
」
と
、
の
ど
や
自
の

は
―
-
ト
-
[
]
午
後
一
一
一
時
。
発
生
雷
気
の
短
旧
に
つ
い
て
山
痛
み
を
訴
え
る
。

か
ら
六
日
と
九
時
閉
後
た
っ
崎
文
雄
缶
天
生
産
技
術
研
究
断
水
は
四
日
朝
現
在
、
神
戸

た
。
発
電
所
に
ほ
と
ん
ど
被
宮
所
助
教
授
は
「
地
震
と
同
時
に
市
や
西
宮
市
で
一
＿
一
七
％
、
芦
屋

は
な
く
、
変
電
所
や
送
電
線
も
供
給
を
自
動
遮
断
し
、
再
開
時
市
は
五
六
％
な
ど
―
ニ
ャ
ニ
万
戸

十
八

□中
に
復
旧
し
た
が
、
住
に
住
民
の
手
で
元
に
戻
せ
る
シ
が
不
自
由
を
強
い
ら
れ
て
い

宅
や
商
店
街
に
入
る
配
屯
線
や
ス
テ
ム
が
必
要
」
と
提
案
し
て
る
。
完
全
復
旧
は
二
月
末
ま
で

電
柱
の
修
理
に
手
間
取
っ
た
e

い―
0°

ず
れ
込
み
そ
う
な
気
配
だ
。

屯
柱
が
折
れ
、
電
線
は
ズ
タ

H
聰
電
話
ケ
ー
プ
ル
、
ガ
西
宮
市
で
は
、
浄
水
場
の
沈

主な被災地の復旧状況

殿池が崩壊、送水を制御す

るコンピューターも壊れ、

音か所以上の水追管の破

欝確認された。醤羹

きい市南西部の調声はまだ

で、最認的に千か所以上の

破摂を見込んでいるe

各市とも耐震性のない旧

式の水道蛮に破損が自立っ

たが、「水がなければ命に

かかわる士吊の現場の声に、

曲がった管でも、漏水がな

ければそのまま使用す名な

神戸 芦屋 西宮 宝塚 伊月

戸断 当初 590,000 33,000 157,000 33,000 28,000 -認--^ ・ • ---···,····•·•···••·· . -・・・・・・・・・・........ ...—....... 

数水 239,000 19,000 61,000 2,000 

゜喜ヽ
当初 494,000 38,000 170,000 69,000 2,000 .認... - ・・-・・・・・・-・・-・・-- ・＋・—＋ → ＋．．--・・・-・ 

483,000 38,000 150,000 50,000 

ど゚
、
修
復
の
際
も
新
型
に
取
り

換
え
て
い
な
い
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
中
で
も
水

は
被
災
者
に
と
っ
て
命
網
名
ど

ん
な
方
法
で
あ
れ
、
で
き
る
だ

け
早
く
復
旧
す
る
こ
と
が
大

事
。
と
り
あ
え
ず
の
対
応
で
も

伺
ら
樗
わ
な
い
」
（
室
崎
益
輝

・
神
戸
大
教
授
）
と
の
意
見
も

老
Q
o
だ
が
、
「
と
畠
え
ず
」
の

後
に
つ
い
て
室
筒
敦
授
ぱ
「
こ

の
地
霰
は
、
従
来
の
発
想
を
完

全
に
否
定
し
た
。
ひ
と
つ
の
ル

ー
ト
が
壊
れ
て
も
、
別
の
ル
ー

ト
で
パ
ッ
タ
ア
ッ
プ
で
き
れ

ぱ
、
都
市
生
活
を
慄
つ
こ
と
が

で
き
た
。
復
興
計
岡
の
中
で
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
在
め
方
を
抜
本

的
に
見
直
す
必
要
が
あ
ろ
」
と

し
て
い
る
。
大
露
災
は
、
昂
小

唄
必
要
な
生
活
韮
盤
の
八
再

生
＞
に
も
数
々
の
課
題
を
突
き

付
け
て
い
ろ
。
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神
戸
市
置
計
画
検
望
委
員

会
委
員
の
言
益
輝
・
神
戸
大

災
当
時
、
市
建
設
部
良
と
し
て
被
災
池
に
は
す
て
に
仮
麗
兵
庫
県
醤
業
を
迅
速
、
総

敦
授
は
、
住
民
の
合
意
形
成
を

さ
い
配
を
振
る
い
、
災
害
復
興
繍
靡
焚
商
店
街
で
は
共
同
合
的
に
進
め
る
た
め
r

「
阪
神

誘
す
る
「
参
隠
か
っ
農

の
難
し
さ
を
知
っ
て
い
る
。
ビ
ル
に
よ
ろ
不
燃
化
の
諧
想
も
ふ
裟
嚢
災
復
興
計
回
（
ひ
ょ

ェ
ニ
ッ
グ
ス
計
画
ご

型
」
の
新
し
い
神
戸
方
式
の
誕

阪
神
大
霰
災
の
規
漠
達
酒
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。
神
戸
市
う
f

、ラ

生
に
期
持
を
か
け
る
。

田
羹
を
は
る
か
に
上
讐
長
田
区
の
大
正
筋
商
店
街
振
興
を
策
定
、
政
府
に
讐
な
畜

神
戸
市
は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

が
、
同
笞
は
か
な
り
早
く
か
ら
組
合
副
理
事
長
の
友
和
和
幸
さ
を
成
め
た
。
政
府
も
村
山
首
相

ド
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
な
ど
の

「
国
興
は
こ
れ
で
い
く
し
か
な
ん
益
み
ん
な
被
喜
だ
か
ら
、
を
本
部
長
と
す
盈
員
実
施
本

開
発
で
、
自
治
体
の
問
で
ま
「
株

い
」
と
雙
を
決
め
、
欝
災
地
か
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
い
望
」
部
（
仮
称
）
と
助
言
機
関
の
復

式
会
社
神
戸
市
」

A

こ
厨

ら
の
要
謹
を
じ
り
じ
り
し
な
が
と
希
望
を
込
め
て
語
る
よ
う
興
委
図
会
（
同
）
を
設
匿
す
る

込
め
て
呼
ば
れ
て
き
た
。
し
か

阪
神
大
雲
災
で
『
竪
も
大
き
な
っ
た
。
十
二
応
千
七
百
軒
余
を
焼
失
ら
待
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
に
、
各
地
で
復
興
へ
の
窓
吹
が
方
針
を
決
め
、
特
別
立
法
の
制

し
霙
災
後
は
、
公
共
用
地
の
切

被
害
を
受
け
た
神
戸
市
は
、
先
家
屋
や
ピ
ル
な
ど
の
倒
壊
が
し
た
一
喜
六
年
十
弓
の
「
酒
大
沼
市
長
は
「
時
問
と
の
競
問
こ
え
る
。
定
な
ど
「
（
政
府
を
）
挙
げ
て

鼻
り
や
「
塁
手
な
臨
海
部
と

月
三
十
一
日
麗
災
地
の
員
集
中
し
た
西
宮
市
、
芦
犀
市
、
田
大
火
」
で
こ
の
手
法
が
採
ら
争
に
な
り
ま
す
」
と
前
置
き
し
そ
の
一
方
で
、
不
芦
由
な
造
協
力
す
る
」
（
野
督
喜
設

闘
〗
叫
雷
〗
〗

□
命
を
守
る
響
」
戸
悶
叫
〗
口

獨
信
戦
後
最
大
の
区
画
整
理
闘
鱈
鱈
汀

の
度
興
盟
と
し
て
は
、
戦
後
で
建
物
を
廷
て
る
の
を
、
一
時

最
大
の
も
の
と
な
る
。
凍
結
、
地
主
な
ど
か
ら
士
地
の

災
害
に
弱
い
都
市
は
多
い
。
虞

神
戸
惹
を
見
下
ろ
主
二
十
晒
一
部
を
提
供
し
て
も
ら
う
代
わ

齢
者
が
た
く
さ
ん
酔
牲
に
な
っ

建

て

の

市

庁

舎

で

、

誓

貧

り

に

、

追

緊

拡

燭

や

緑

地

ハ

ム

れ

た

c

た

後

、

1

権
利
棘
晨
詈
を
難
生
活
で
哀
殉
し
、
病
に
倒
れ
相
）
体
制
を
整
え
た
。

た
敦
訓
を
、
高
齢
化
社
会
に
生

し
た
笹
山
幸
悛
市
長
は
「
す
で
噸
な
ど
を
整
師
し
て
、
礎
良
な
繹
災
か
ら
二
迫
問
ほ
ど
し
た
置
き
過
ぎ
る
と
、
か
え
っ
て
櫂
る
人
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
先
だ
が
、
匿
興
事
業
の
行
く
手

『
ノ
ー
モ
ア
神
戸
』
で

に
で
き
て
い
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
市
街
坤
に
作
り
変
え
る
都
市
引
一
月
下
旬
‘
衷
宗
都
内
の
レ
ス
利
を
守
れ
な
く
ヽ
な
る
。
相
当
の
の
長
い
仮
設
住
宅
岩
ら
し
で
、
に
は
、
匿
地
や
偕
家
の
権
利
関

か
し
、

も
で
て
く
る
だ
係
の
確
認
、
区
分
所
有
権
が
設

行
か
な
け
れ
ぱ
い
け
な
い
」
と

ン
を
見
巴
し
な
が
ら
、
喧
点
的
画
の
手
法
で
、
か
な
り
私
権
制
ト
ラ
ン
で
、
碑
設
省
都
市
同
の
覚
悟
で
押
し
切
ら
な
け
れ
ば
な
希
望
を
失
う
人

掴
摘
す
る
。

に
取
り
咀
む
」
と
、
防
災
モ
デ
限
の
色
合
い
が
濃
い
。
酢
部
が
酒
田
市
の
大
沼
昭
市
長
ら
な
い
で
し
ょ
う
」
と
、
体
験
ろ
う
。
復
興
事
業
は
「
待
っ
た
定
さ
れ
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の

な
し
」
で
あ
る
。
建
て
替
え
、
土
地
の
境
界
の
確

酒
田
は
復
興
に
二
年
半
か
が

几
都
市
・
神
戸
へ
の
決
意
を
語
山
形
某
酒
田
市
の
中
心
唐
一
と
会
っ
た
。
大
沼
市
長
は
、
火
を
詰
し
た
と
い
う
。

っ
た
。
神
戸
再
生
の
道
の
り
は

定
な
ど
、
被
災
者
を
含
む
整

さ
ら
に
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

万
人
の
地
権
者
ら
の
権
利
の
調

だ
が
、
そ
の
一
歩
一
歩
が
、
「
命

整
が
侍
ち
梱
え
て
い
る
。
時
間

を
守
る
都
市
」
を
問
う
も
の
に

が
か
か
り
、
気
の
遠
く
ヽ
な
る
よ

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

う
な
末
経
験
の
作
業
だ
。

（
震
災
取
材
班
）

お
わ
り

□101111 
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